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ガバナー・スローガン『新たな気持ちで』We Serve

2014～2015年度
ライオンズクラブ国際協会国際会長

ジョセフ・プレストン

誇りを高める
Strengthen the PRIDE

第
97
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
大
会
は
７
月
４
日
か
ら
７

月
８
日
の
５
日
間
、
カ
ナ
ダ
、
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
。 

２
０
１
４
〜
２
０
１
５
年
度
の
国
際
会
長
に
ジ
ョ
セ
フ
・
プ

レ
ス
ト
ン
氏
を
選
任
、 
３
３
６-

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
は
木

内
千
春
氏（
板
野
）が
就
任
し
た
。
大
会
に
は
世
界
各
地
か
ら

会
員
や
そ
の
家
族
約
２
８
，
０
０
０
人
が
集
い
、
華
や
か
で

楽
し
い
国
際
大
会
で
し
た
。
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木
内
　
千
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ガ
バ
ナ
ー
誕
生



23

1936年3月20日生まれ（78歳）
徳島県板野郡で8人兄姉妹の3男として誕生。幼少のころは、特
に目立つこともなく普通の子供だった。～ご本人の談～ （しか
し、旧友が集う同窓会での情報からして、当時は地元板野で相
当名を馳せていたのでは？）

●家族／最愛の妻 冨二子（ふじこ）さんと息子さん一人

●好きな食べもの／肉料理（特にステーキが好物）

●座右の銘または好きな言葉／「忍」父親から 
この言葉を肝に銘じ精進するように言われ、
今もこの言葉を思いつつ日々努めているとの
こと。

336-A 地区　ガバナー 木内 千春　就任挨拶

就
任
挨
拶 

　
　
　
　

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６

－

Ａ
地
区
会
員
の
皆
様
方
に
は
２
０
１
４
～
２

０
１
５
年
度
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
ご

活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
１
９
７
７
年
５
月
29
日
に
板
野
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
板
野
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
に
加
わ
り
38
年
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
歴
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
２
０
１
４
年
７
月
８
日
カ
ナ

ダ
・
ト
ロ
ン
ト
世
界
大
会
に
お
い
て
、
ジ
ョ

セ
フ
・
プ
レ
ス
ト
ン
会
長
か
ら
任
命
さ
れ
、

２
０
１
４
～
２
０
１
５
年
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６

－

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
３
６

－

Ａ
地
区
は
日
本
で
も
、
一
、
二

を
争
う
準
地
区
で
あ
り
、
１
４
９
ク
ラ
ブ
、

６
２
０
０
名
を
越
え
る
会
員（
仲
間
）を
擁
し

て
い
ま
す
。
そ
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
ガ
バ
ナ

ー
と
し
て
お
世
話
で
き
る
こ
と
の
幸
せ
に
感

激
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
感
激
を
糧
に
、
一

生
懸
命
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
「
誇
り
高
き
ラ
イ
オ
ン
に
な
ろ
う
」

　

事
大
主
義
で
も
な
く
、
形
式
主
義
で
も
な

く
、昂
揚
感
を
持
っ
た
人
と
し
て
の
生
き
方
。

貴
方
に
対
し
て
何
が
で
き
ま
す
か
。
Ｍ
ａ
ｙ 

Ｉ 

Ｈ
ｅ
ｌ
ｐ 

Ｙ
ｏ
ｕ 

？ 

何
か
お
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
こ
の
気
持
ち
を
持

っ
て
、
皆
様
と
一
緒
に
一
年
を
過
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

入
会
を
決
意
し
た
時
の
胸
の
昂
揚
感
を
思

い
だ
し
て
下
さ
い
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

メ
ン
バ
ー
１
年
生
の
頃
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
が
ラ
イ
オ
ン
の
昂
揚
感
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
好
き
で
す
。

色
々
な
楽
器
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
形

も
違
え
ば
、
音
も
違
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
融

け
あ
っ
て
一
つ
の
音
楽
を
作
り
、
え
も
い
わ

れ
ぬ
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
醸
し
出
し
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
も
こ
の
様
で
あ
っ
て

欲
し
い
も
の
で
す
。
３
３
６

－

Ａ
地
区
会
員

の
皆
様
と
と
も
に
気
持
ち
の
良
い
、
好
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
出
す
た
め
に
精
一
杯
努
め
ま
す

の
で
、
何
か
と
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し

ま
す
。

誇
り
高
き

ラ
イ
オ
ン
に
な
ろ
う

3
3
6-

A 

地
区
ガ
バ
ナ
ー 

木
内 

千
春
（
板
野
）

地区ガバナー公式訪問日程
月　日 R RC名 （所属クラブ） 開催地 クラブ名

８月２日㈯ 9R
坂東　照伸
（阿　波）

阿波観光ホテル
徳島眉山、鳴門、藍住、板野、松茂徳島空港、鳴門西、北島、阿波池田、脇、

三加茂、徳島西、鴨島、阿波、神山、徳島藍

８月３日㈰ 8R
阿部　幸市
（徳島城山）

阿波観光ホテル
徳島、小松島、阿南、徳島南、阿波勝浦、徳島マリンピア、徳島すだち、徳島シ

ニア、徳島中央、石井、徳島城山、上板、徳島吉野川、土成、徳島やまもも

８月30日㈯ 5R
宇賀　　寛
（観音寺）

観音寺グランドホテル
丸亀、坂出、坂出白峰、綾歌郡、丸亀京極、うたづ、坂出シニア、観音寺、善通寺、

多度津、三豊、こんぴら、観音寺中央	

８月31日㈰ 4R
内原　　巧
（三木さぬき）

高松国際ホテル

高松、小豆島、小豆島東、高松葵、高松南、高松東、高松西、直島、八栗、高松源平、

高松中央、東かがわ、長尾、志度、三木さぬき、高松グリーン、高松玉藻、高松栗林、

高松屋島、高松紫雲、高松空港、高松北

９月６日㈯ 7R
酒井　公一

（高知りょうま）
高知プリンスホテル

高知鷹城、室戸、高知鏡川、高知南、高知よさこい、土佐国府、高知黒潮、高知桂、

高知中央、高知安芸、高知りょうま、土佐山田、土佐本山、南国、土佐香南、大豊

９月７日㈰ 6R
吉名　征郎
（土佐清水）

新ロイヤルホテル四万十
高知、高知柏、高知東、高知北、高知桜、高知とさみずき、須崎、土佐本山、伊野、

佐川越知、中土佐、四万十、土佐清水、宿毛、窪川、大方、大正

９月13日㈯ 2R
中村　倫浩

（今治くるしま）
今治国際ホテル

新居浜、新居浜中央、新居浜別子、新居浜ひうち、今治、今治中央、今治東、今

治くるしま、伊予三島、川之江、伊予土居、四国中央法皇、川之江中央、西条、東予、

伊予小松、西条石鎚

９月14日㈰ 1R
高岡　英治
（松山湯築）

ホテル奥道後

松山ホスト、久万、松山東、砥部、松山つばき、松山城山、松山道後、伊予、松山西、

松前、松山北、松山湯築、松山城東、北条、松山中央、松山南、東温、松山金亀、

松山白鷺

９月20日㈯ 3R
大氣　新平
（宇　和）

未　定
大洲、宇和、伊予長浜、内子、野村、八幡浜、三瓶、伊方、保内、八幡浜みなと、

宇和島、伊予吉田、宇和島中央、南宇和、鬼北

Governor's Profile Interview

木内  千春 （きのうち ちはる）
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
協
会 

３
３
６

−

Ａ
地
区

地
区
名
誉
顧
問
会

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

荒
瀬
　
孝
之

（
阿
　
南
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

中
澤
　
芳
信

（
高
知
中
央
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

高
岡
　
祐
三

（
伊
予
三
島
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

宮
内
　
政
三

（
松
山
東
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

石
川
　
俊
夫

（
三
木
さ
ぬ
き
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

宮
地
　
健
三

（
高
知
黒
潮
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

宮
内
浩
四
郎

（
松
山
西
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

小
松
　
武
道

（
新
居
浜
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

山
地
　
章
靖

（
坂
出
白
峰
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

三
谷
　
智
省

（
高
知
柏
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

西
園
寺
純
一

（
保
　
内
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

西
原
　
　
透

（
今
治
中
央
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

長
谷
川
憲
男

（
高
知
桂
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

地
区
名
誉
顧
問

菅
　
　
武
廣

（
松
山
湯
築
）

名
誉
顧
問
会
議
長
就
任
挨
拶

336-A 地区　副地区ガバナー　就任挨拶地区名誉顧問会議長挨拶・名誉顧問紹介

　

７
月
６
日
に
木
内
ガ
バ
ナ
ー
が
誕
生
す
る

と
共
に
、
私
が
皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
第
一

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
木
内
ガ
バ
ナ
ー
を
支
え
、
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ジ
ョ
セ
フ
・
プ
レ
ス
ト
ン
国
際
会
長（
ア

メ
リ
カ
）の
テ
ー
マ
は「
誇
り
を
高
め
る
」、

木
内
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
新
た
な

気
持
ち
で
」 

Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
、
キ
ー
ワ

ー
ド
は「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」で
す
。
私
は
４

月
１
３
日
に
高
松
で
開
催
さ
れ
た
年
次
大
会

の
挨
拶
の
中
で
、
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
ク
ラ
ブ
の
距
離
を

近
づ
け
る
と
い
う
思
い
を
兼
て
３
３
６

－

Ａ

ク
ラ
ブ
会
員
と
握
手
を
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
ま
す
。

　

木
内
ガ
バ
ナ
ー
の
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
大
き

な
役
割
は
、
家
族
会
員
の
増
加
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

の
加
入
会
員
を
増
や
し
、
増
額
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

第
１
の
家
族
会
員
の
増
強
は
、
日
本
用
に

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
２
０
１
４
年
１

　
「
と
き
め
く　

明
日
へ　

Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ

ｅ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
２
０
１
３
～

２
０
１
４
年
度
ガ
バ
ナ
ー
指
針
と
し
て
、
パ

ー
マ
ー
国
際
会
長
テ
ー
マ
で
あ
る「
夢
を
追

い
か
け
よ
う
」に
沿
っ
た
、
地
区
１
４
９
各

ク
ラ
ブ
独
自
の
５
ヵ
年
計
画「
ド
リ
ー
ム
プ

ラ
ン
」創
り
を
ご
提
案
。
運
営
開
始
早
々
の

９
月
15
日
に「
ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
高
松
」を
開
催
頂
き
ま
し
た
。
会
員
交
流

と
分
科
会
研
修
は
全
国
か
ら
の
１
，
５
０
０

名
を
超
す
参
加
会
員
の
熱
気
で
沸
き
上
が
り

ま
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
様
始
め
関
係
各
位
と
、
当
日

台
風
豪
雨
の
中
で
ズ
ブ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら

の
会
場
案
内
担
当
会
員
や
、
遠
路
の
帰
路
不

通
に
な
り
当
日
帰
宅
不
可
に
な
ら
れ
た
方
々

も
あ
り
、
皆
々
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

山
田
第
二
国
際
会
長
に
よ
る
家
族
会
員
制

度
を
応
用
し
た
２
０
０
％
会
員
増
強
政
策
が

提
起
さ
れ
、
四
国
27
名
の
Ｚ
Ｃ
各
位
に
ご
協

力
願
い
ま
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
や
会
員

の
ご
尽
力
に
よ
り
多
く
の
家
族
会
員
ご
登
録

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
又
唯
々
御
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
式
訪
問
や
周
年
行
事
に
は
、
親
し
く
会

　

こ
の
た
び
、
４
月
に
高
松
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
60
回
地
区
年
次
大
会
に
於
い
て
２

０
１
４
～
２
０
１
５
年
度
第
２
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
に
選
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
５
Ｒ

－

２
Ｚ
こ
ん
ぴ
ら
Ｌ
Ｃ
所
属
の
真
鍋
隆
で
す
。

  

Ａ
地
区
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
、
指
名

選
挙
会
、
代
議
員
総
会
、
大
会
式
典
で
は
大

変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
又
、
誠
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
と

共
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

私
は
、
１
９
８
３
年
に
27
歳
で
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
出
逢
い
が
あ
り
大
き

な
財
産
と
な
り
ま
し
た
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
大
好
き
で
30
年
間
に
楽
し
い
思
い
出

が
い
っ
ぱ
い
出
来
ま
し
た
。
又
、「
立
場（
役

職
）は
、
人
を
育
て
る
」と
い
う
言
葉
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
・
ゾ
ー
ン
・
リ
ジ
ョ
ン
の

役
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
成

長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
役
職
と
し
て

は
、
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
木

内
ガ
バ
ナ
ー
の「
新
た
な
気
持
ち
で
」 

Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
そ
し
て「
ヴ

月
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
山
田
實
朗
氏
が
国

際
会
長
に
就
任
す
る
際
、
日
本
の
会
員
を
２

倍
に
す
る
こ
と
に
よ
り
発
言
権
を
強
め
た
い

と
の
思
い
か
ら
で
す
。
単
な
る
独
り
よ
が
り

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
日
本
の
国

際
理
事
は
２
人
な
の
か
、
な
ぜ
、
国
際
大
会

は
ア
メ
リ
カ
で
３
回
の
う
ち
、
２
回
行
わ
れ

る
の
か
等
い
ろ
ん
な
課
題
を
正
し
て
み
た
い

と
の
思
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
是

非
と
も
、協
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

第
２
は
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
会
員
増
加
に
合
わ
せ

た
増
額
を
ク
ラ
ブ
と
会
員
に
お
願
い
す
る
こ

と
で
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
集
め
ら
れ
た
寄
付
金

の
使
い
道
の
ビ
デ
オ
を
見
て
頂
い
た
ら
納
得

す
る
と
思
い
ま
す
。
世
界
で
は
こ
ん
な
こ
と

で
困
っ
て
る
人
々
が
い
る
と
思
っ
た
ら
寄
付

を
し
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
20
＄
、50
＄
、

１
０
０
＄
の
献
金
会
員
と
、
名
前
の
付
い
た

メ
ル
ピ
ン
へ
ロ
ー
シ
ョ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
是

非
と
も
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
お
願
い
し
ま

す
。

　

就
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
で
す
が
、
お
願

い
ば
か
り
に
な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

員
各
位
と
懇
談
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
永

き
に
渉
る
地
域
密
着
の
数
々
の
奉
仕
活
動

は
、
さ
す
が
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
再
認
識
す
る

と
共
に
、
敬
意
と
称
賛
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

成
功
に
導
く
の
は
、
日
本
の
奉
仕
力「
お
も

て
な
し
の
精
神
」と
存
じ
ま
す
。
家
族
会
員

を
味
方
に
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
の「
真
価
発
揮
」

の
場
で
あ
り
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
日
本
一
の
会
員
に
恵
ま
れ
た

３
３
６

－

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
務
め
さ
せ
て

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
木

内
千
春
ガ
バ
ナ
ー
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
地
区

名
誉
顧
問
会
議
長
と
し
て
準
地
区
発
展
の
バ

ッ
ク
応
援
に
勤
し
み
ま
す
。

２
０
１
５
年
６
月
ホ
ノ
ル
ル
世
界
大
会
で
山

田
国
際
会
長
が
誕
生
し
ま
す
。
又
、
私
儀
今

年
度
は
３
３
６
複
合
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
議
長

も
司
り
ま
す
。
２
０
１
５
年
５
月
24
日
開
催

地
高
松
で
の
第
61
回
複
合
地
区
年
次
大
会
で

よ
り
気
勢
を
上
げ
て
、
皆
様
全
員
の
奉
仕
活

動
で
大
き
な
応
援
を
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

奉
仕
力
倍
増
中
の
ク
ラ
ブ
の
ご
発
展
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
、
ご
家
族
皆
様
の
ご

多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、

さ
ら
に
は
国
際
会
長
の
テ
ー
マ「
誇
り
を
高

め
る
」を
全
ク
ラ
ブ
員
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

す
べ
て
の
単
一
ク
ラ
ブ
が
笑
顔
で
奉
仕
し
、

地
域
に
益
々
尊
敬
と
親
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
作

り
に
少
し
で
も
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
更

な
る
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
精
進
致
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
も
１
０
０

周
年
が
目
前
で
す
。
私
も
今
後
２
年
間
は
、

大
勢
の
メ
ン
バ
ー
の
ご
意
見
を
拝
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
又
、
過
去
に
お
い
て
身
に
付
け

た
経
験
を
活
か
し
、
木
内
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

橋
本
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧

問
の
方
々
の
ご
指
導
を
受
け
、
２
年
後
の
大

き
な
目
標
に
向
け
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
崇
高
な

精
神
・
誇
り
を
胸
に
笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
る
所
存
で
す
。

　

３
３
６

－

Ａ
地
区
の
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
１
４
９
ク
ラ
ブ
の
ご

発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍

を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て

（
高
知
柏
）

橋
本
　
充
好

尊
敬
と
親
愛
さ
れ
る

ク
ラ
ブ
作
り
に

（
こ
ん
ぴ
ら
）

真
鍋
　
　
隆

感
謝
と
期
待

　

地
区
名
誉
顧
問
会
議
長
・

　

前
地
区
ガ
バ
ナ
ー

（
高
松
玉
藻
）

松
前
　
龍
宗

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
就
任
挨
拶

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
就
任
挨
拶

2012〜2013年度

2008〜2009年度

2007〜2008年度

2006〜2007年度

2005〜2006年度

2002〜2003年度

2001〜2002年度

2000〜2001年度

1997〜1998年度

1995〜1996年度

1991〜1992年度

2003〜2004年度1999〜2000年度

2011〜2012年度
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こ
の
度
、
１
Ｒ

－Ｒ
Ｃ
を
お
受
け
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
大
き
な
責
任
あ
る
役
職
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
一
度
、
リ
ジ
ョン
・
チ
ェア
パ
ー
ソ
ン
・
マ
ニ
ア

ル
の
責
務
を
ひ
も
解
き
、
任
務
・
監
督
・
指
導
・

支
援
・
報
告
・
提
供
等
々
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の

指
揮
の
も
と
に
、
地
区
の
運
営
に
当
た
る
地

区
役
員
で
あ
り
、
リ
ジ
ョン
に
お
い
て
は
、
ゾ
ー

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
の
連
携
の
も
と
に
、
地

区
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
基
本
方
針
の
徹
底
、
推

進
を
図
る
た
め
に
任
命
さ
れ
た
。
と
の
事
を

理
解
し
て
、
今
期
一
年
、
原
点
で
あ
る
ラ
イ
オ

ニ
ズ
ム
の
精
神
に
返
り
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

木
内
千
春
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
新

た
な
気
持
ち
で
」 

Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
、
キ
ー
ワ
ー

ド｢

ヴ
ィ
ジ
ョン
共
有｣

の
基
に
、
徳
島
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
役
員
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
常
に

自
分
自
身
を
啓
発
し
て
、一
生
懸
命
、リ
ジ
ョン・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
修
行
を
積
み
重
ね
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
リ
ジ
ョ
ン
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、
地

区
委
員
の
皆
様
と
連
携
し
て
誠
心
誠
意
、
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
19
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の

役
職
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
ク

ラ
ブ
に
と
っ
て
は
結
成
以
来
初
め
て
の
役
職

で
す
。
前
年
度
は
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
の
廃
止
、
ま
さ
か
一
年
で
復
活
す
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
準
備
不

足
は
否
め
ま
せ
ん
。
他
の
ク
ラ
ブ
の
経
験
者

の
方
々
か
ら
参
考
資
料
や
助
言
を
い
た
だ
き

準
備
リ
ジ
ョ
ン
会
議
を
済
ま
せ
た
の
が
実
情

で
す
。

　

今
年
度
３
３
６

－

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ

ー
ガ
ン「
新
た
な
気
持
ち
で
」Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ

キ
ー
ワ
ー
ド「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」の
理
念
実

現
を
め
ざ
し
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、

地
区
各
委
員
、
２
リ
ジ
ョ
ン
17
ク
ラ
ブ
の
会

長
を
始
め
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
入
会
時
心
に
誓
っ
た
会

員
の
三
大
義
務「
例
会
出
席
」「
会
費
の
納
入
」

「
奉
仕
」を
思
い
起
こ
し
、
今
一
度
心
に
誓
っ

て「
新
た
な
気
持
ち
で
」活
気
あ
る
社
会
奉
仕

活
動
に
ク
ラ
ブ
全
体
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。
私
も
責
任
を
持
っ
て
一
年
間
職
責
を
果

た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
３
Ｒ
の
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
痛
感
し
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
数
多
く
の
諸
先
輩
方
か
ら
ご

指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
を
忠
実
に
守
り
な
が

ら
木
内
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
を
よ
く
理
解

し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
一
員
と
し
て
３
Ｒ
15

ク
ラ
ブ
の
更
な
る
活
性
化
と「
ラ
イ
オ
ニ
ズ

ム
の
浸
透
と
高
揚
」を
推
進
す
る
た
め
に
情

熱
と
若
さ
で
も
っ
て
新
た
な
気
持
ち
で
和
を

大
切
に
し
な
が
ら
真
摯
に
職
務
を
全
う
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、「
情
報
共

有
」に
最
も
力
を
入
れ
５
年
後
に
３
Ｒ
15
ク

ラ
ブ
が
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
今
よ
り
も
更

に
地
域
に
愛
さ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
な
が
ら
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る「
楽
し

い
Ｌ
Ｃ
活
動
」を
な
さ
れ
て
い
る
事
を
夢
見

な
が
ら
感
謝
の
心
で
こ
の
１
年
を
笑
顔
で
走

り
回
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
な
私
で
す
が
、
こ
の
１
年
間
誠
心
誠

意
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指

導
・
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

336-A地区リジョン・チェアパーソン

勇 気 と 信 念

高岡　英治
1R−RC

（松山湯築）

中村　倫浩
2R−RC

（今治くるしま）

大氣　新平
3R−RC

（宇　和）

挨
拶  

G
r
e
e
t
i
n
g

当
た
り
前
の
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　

当
た
り
前
に

「
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
浸
透
と

　
　
　
　
　

  

高
揚
」の
た
め
に

Region Chairperson 自己紹介・抱負 キャビネット幹事・会計　就任挨拶

　

此
度
図
ら
ず
も
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
と
い

う
大
役
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま

し
た
。
未
熟
者
で
す
が
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

木
内
千
春
ガ
バ
ナ
ー
は
自
ら
の
所
信
の
中

で
述
べ
て
更
に「
新
た
な
気
持
ち
で　

ウ
ィ
・

サ
ー
ブ
」「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
打
ち
立
て
ら
れ
、
３
３
６

－

Ａ
地
区
の

会
員
に
語
り
か
け
て
下
さ
っ
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
会
員
の
減
少
傾
向
が

続
く
中
で「
会
員
増
強
」は
地
区
内
全
ク
ラ
ブ

に
全
会
員
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
申
し
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
の
国
際
大
会
に
於
い
て
”ヘ

レ
ン
・

ケ
ラ
ー
女
史＂
が「
ラ
イ
オ
ン
ズ
よ
！
闇
を
開

く
十
字
軍
の
騎
士
た
れ
」と
い
う
素
晴
ら
し

い
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
視
覚

障
害
者
を
助
け
、
眼
を
守
る
運
動
は
ラ
イ
オ

　

こ
の
度
３
３
６

－

Ａ
地
区
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
会
計
と
い
う
大
役
に
指
名
さ
れ
徳
島
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
準
備
室
を
設
立
し
て
以
来
勉
強
会

の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
重
責
た
る
事
に
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
毎
に
身
を
引
き
締
め
な
が
ら
木
内
千
春

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
思
い「
新
た
な
気
持
ち
で

ウ
イ
サ
ー
ヴ
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
と「
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
共
有
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
地
区

内
会
員
の
皆
様
に
知
っ
て
も
ら
え
る
か
、
知

っ
て
頂
く
よ
う
に
伝
え
る
役
目
と
し
て
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
木
内
千
春
ガ
バ
ナ
ー
を
支
え
て
参
り

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
の
職
務
と
し
て
は
会

員
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
地
区
費
等
で
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
の
年
間
活
動
予
算
を
立
て
正
し
く
執
行

し
て
行
く
こ
と
が
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
の
責

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
行
う
奉
仕
活
動
の
柱
と
な

り
、
国
際
的
奉
仕
団
体
と
し
て
の
地
位
を
築

い
て
参
り
ま
し
た
。
又
、
日
本
で
も
岡
山
県

に
於
い
て「
耳
に
は
音
を
、
目
に
は
光
を
」の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ア
イ
バ
ン
ク
運
動
を
推

進
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
各
種
施
設
へ
の

奉
仕
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

又
、
各
ク
ラ
ブ
が
行
っ
て
い
る
地
域
に
密
着

し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
活
発
に
推
進
さ
れ

て
お
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
奉
仕
団
体
と

し
て
の
立
場
を
維
持
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。

　

今
日
の
社
会
は「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
、

今
さ
え
良
け
れ
ば
」の
風
潮
が
強
い
中
、
他

へ
の
奉
仕
に
主
眼
を
置
い
て
の
行
動
を
す
る

時
、
社
会
を
明
る
く
す
る
原
点
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

務
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
経
済
状
況
と
か
会
員
の
減
少
傾
向
な

ど
で
各
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
大
変
厳
し
い
予
算

と
運
営
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
会
員
、
会
則
、
Ｅ
Ｘ
Ｔ
、
指
導
力
育
成
、

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
委
員
の
方
の
ご
協
力
等
を
頂

き
ク
ラ
ブ
運
営
又
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
に
共

に
行
い
徳
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
特
色
を
生
か

せ
る
よ
う
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
る

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

社
会
を

明
る
く
す
る
原
点
に

（
藍
住
）

岩
佐
　
典
秀

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
と
し
て

（
板
野
）

岡
　
　
　
昇

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
就
任
挨
拶

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
就
任
挨
拶
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昨
年
は
R
C
が
無
く
な
り
本
年
度
も
無
い
も

の
と
思
って
い
ま
し
た
が
、今
年
ま
た
復
活
し
た
。

R
C
を
置
く
か
ど
う
か
は
次
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
専
権
事
項
ら
し
い
が
、
や
ら
さ
れ
る
者
は
大

変
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
、
事
も
あ
ろ
う
に
自

分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
大
変
苦
慮

し
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
や
考
え
方
を
４
Ｒ
内

22
ク
ラ
ブ
の
人
達
に
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
私
の

任
務
だ
と
心
得
て
お
り
ま
す
。
木
内
ガ
バ
ナ
ー
の

ス
ロ
ー
ガ
ン「
新
た
な
気
持
ち
で
」Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」を
各
会
員
に

良
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
取
り
巻
く
環
境
は
昨
今
の

長
引
く
経
済
不
況
の
せ
い
で
会
員
減
少
と
高
齢

化
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
会
員
を
増

や
す
こ
と
が
大
変
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

会
員
が
増
え
れ
ば
ク
ラ
ブ
に
活
力
と
元
気
が
出

ま
す
。

　

会
員
増
強
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
永
遠
の
テ

ー
マ
で
す
が
、
そ
れ
が
最
大
の
奉
仕
活
動
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の一
年
間
、
ど
こ
ま
で
お
世
話
出
来
る
か
大

変
不
安
が
有
り
ま
す
が
、
地
区
役
員
並
び
に
会

員
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
５
R
C
の
任
命
を
お
受
け
す
る

に
あ
た
り
大
変
光
栄
に
感
じ
る
と
共
に
、
そ

の
責
任
の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
一
杯
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
世
界
や
日
本
の
政
治
や
経
済

状
況
も
厳
し
い
中
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
も
メ

ン
バ
ー
の
減
少
や
奉
仕
活
動
等
も
難
し
い
時

代
に
入
っ
て
お
り
ま
す
が
言
い
分
け
に
走
ら

ず
木
内
千
春
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
新
た
な
気
持
ち
で
」 
Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
と
キ
ー

ワ
ー
ド「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」を
理
解
し
て
５

R
の
13
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
ガ
バ
ナ

ー
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
訴
え
て
い
き
ご
理

解
頂
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
一
年
間
の
ご
指
導
と
共
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
６
R
の

R
C
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

体
力
、
能
力
を
考
え
れ
ば
不
安
も
あ
り
ま

す
が
前
を
向
き
歩
き
ま
す
、
３
名
の
Ｚ
C
、

地
区
委
員
さ
ん
と
共
に
協
力
し
あ
い
、
各
種

会
議
を
進
め
な
が
ら
、
ま
た
例
会
訪
問
を
か

さ
ね
る
な
か
で
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
針
に

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
身
近
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
し

て
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
る
つ
も

り
で
す
。

　

こ
の
一
年
が
、
人
生
の
思
い
出
の
一
ペ
ー

ジ
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

内原　巧
4R−RC

（三木さぬき）

宇賀　　寛
5R−RC

（観音寺）

吉名　征郎
6R−RC

（土佐清水）

Region Chairperson 自己紹介・抱負

会
員
増
強
こ
そ

　
　
　
　
　

 

ク
ラ
ブ
の
活
力

新
た
な
気
持
ち
で

　
　
　
　
　

   W
e S
erve

身
近
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を

　
　
　
　

    　

   

実
感
し
て

　

こ
の
度
７
Ｒ 

Ｒ
Ｃ
と
言
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

身
に
余
る
光
栄
と
、
一
方
で
責
任
の
重
大
さ
を
日
に

日
に
感
じ
身
を
引
き
締
め
て
い
る
所
で
御
座
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
七
月
よ
り
木
内
ガ
バ
ナ
ー
が
船
出
を

し
、
ガ
バ
ナ
ー
基
本
方
針
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
本
方
針
の
元
７
Ｒ
の
会
員
の
皆
様
が
楽
し

く
充
実
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
が
送
れ
ま
す
よ

う
、
勉
強
し
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
変
革
の
時
期
に
差
し
掛
か
っ

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
特
に
家
族
会
員
制
度

の
導
入
で
会
合
の
度
に
意
見
が
交
錯
し
、
会
員
に

戸
惑
い
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

時
代
に
即
し
改
革
す
る
べ
き
事
柄
と
い
く
ら
古
く

て
も
守
って
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
柄
を
し
っ
か

り
と
正
し
く
判
断
し
活
動
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

私
の
Ｒ
Ｃ
と
し
て
の
仕
事
は
次
の
様
な
目
標
を

掲
げ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一　

例
会
の
前
は
会
員
ど
う
し
声
掛
け
、
メ
ー

　
　

 

ル
交
換
し
出
席
率
10
％
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

　
一　

地
域
の
皆
様
と一
体
と
な
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

　
　

 

ィ
を
考
え
る
、
清
掃
活
動
な
ど
。

　
一　

会
員
の
趣
味（
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
）の
合
う
方

　
　

 

ど
う
し
で　

集
い
楽
し
む
。

会
員
が
例
会
に
出
席
す
る
事
が
楽
し
く
、
会
が
待

ち
ど
う
し
い
雰
囲
気
を
作
り
た
い
物
だ
と
願
い
ま

す
。
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
こ
の
た
び
城
山
ク
ラ
ブ
全
員
の

ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
８
Ｒ 

Ｒ
Ｃ
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
大
役
を
承
り
ま
し
た
こ
と

を
光
栄
に
存
じ
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身

の
ひ
き
し
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
今
後

は
、
心
を
新
た
に
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
を

学
び
、
地
区
役
員
の
皆
様
と
共
に
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
作
り
に
微
力
な

が
ら
尽
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

本
年
度
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
新
た
な
気
持
ち
で
」 

Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
ガ
バ
ナ

ー
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」で

す
。
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
Ｚ
Ｃ
始
め
他
の
地
区
役
員
と
共
に
リ
ジ

ョ
ン
会
議
や
リ
ジ
ョ
ン
内
の
15
ク
ラ
ブ
の
例

会
訪
問
を
通
じ
て
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針
を

皆
様
に
お
伝
え
し
、
ま
た
各
ク
ラ
ブ
の
ご
意

見
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ
お
伝
え
し
て
参
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
８
Ｒ
会
員
皆
様
の
ご
協
力
ご
支

援
を
賜
り
た
く
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

９
Ｒ
の
Ｒ
Ｃ
の
大
役
を
拝
命
致
し
ま
し

た
。
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
と
共
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｒ
Ｃ
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
指
揮
の
下

に
、
責
任
者
と
し
て
地
区
の
運
営
に
当
た

る
極
め
て
重
要
な
役
員
で
あ
り
ま
す
。

課
さ
れ
た
使
命
は
重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、

努
力
を
惜
し
ま
ず
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と

に
全
身
全
霊
を
捧
げ
ま
す
と
共
に
、
Ｚ
Ｃ
、

地
区
役
員
そ
し
て
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
協

力
を
し
て
、
微
力
な
が
ら
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
ご
方
針
に
添
う
努
力
を
致
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
は
、
本
年
度
３
３
６

−

Ａ
地
区

運
営
基
本
方
針
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

会
員
で
あ
る
事
に
誇
り
を
持
と
う
。
ま
た
、

時
を
同
じ
く
し
て
会
員
と
な
っ
た
仲
間
に
親

し
み
と
尊
厳
を
持
っ
て
接
し
よ
う
。我
々
は
、

奉
仕
を
す
る
為
に
集
ま
っ
た
仲
間
で
あ
る
。

と
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

一
年
間
、「
新
た
な
気
持
ち
で
」ウ
ィ
サ
ー

ブ
の
言
葉
を
胸
に
掲
げ
て
努
力
を
致
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

酒井　公一
7R−RC

（高知りょうま）

阿部　幸市
8R−RC

（徳島城山）

坂東　照伸
9R−RC

（阿　波）

ラ
イ
オ
ン
ズ
は
変
革
の
時
期

皆
様
と
共
に
協
議
を

奉
仕
は
我
が
心
を
磨
く
鏡

     

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚

新
三
役
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
風
景
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こ
の
た
び
１
Ｒ

−

１
Ｚ

−

Ｚ
Ｃ
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
松
山
城
山
ラ
イ
オ

ン
ス
ク
ラ
ブ
所
属
の
篠
原
治
行
で
す
。
今
期

の
国
際
会
長
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
誇
り
を
高

め
る
」を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
Ｒ
Ｃ
の

ご
指
導
の
も
と
ゾ
ー
ン
内
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
の
基
本
は
奉
仕
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
木
内
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針

「
誇
り
高
き
ラ
イ
オ
ン
に
な
ろ
う
。
貴
方
に

対
し
て
私
は
何
が
で
き
ま
す
か
。M
a
y  I 

H
e
l
p  Y
o
u ? 

何
か
お
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。」こ
の
思
い
を
各
ク
ラ
ブ

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
Ｚ
Ｃ
の
最
大

の
使
命
と
考
え
、
こ
の
一
年
頑
張
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
１
Ｒ 

２
Ｚ
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
の
重
責
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
役
目
は
、
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
指
揮
の
も
と
、

ガ
バ
ナ
ー
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
意
向
方
針
を

各
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
に
正
確
に
伝
え
、
浸

透
さ
せ
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ゾ

ー
ン
各
ク
ラ
ブ
の
意
見
、
希
望
等
を
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
の

が
主
た
る
役
割
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
２
ゾ
ー
ン
７
ク
ラ

ブ
の
会
長
は
じ
め
、
各
ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
の

ご
協
力
と
、
ご
理
解
が
な
く
て
は
、
こ
の
責

を
全
う
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

１
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
の
精
神
で
、
一
生
懸

命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
期
１
Ｒ
・
３
Ｚ
Ｃ
の
任
命
を
受
け
ま
し

た
、
松
山
金
亀
Ｌ
Ｃ
所
属
の
佐
伯
悦
夫
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

２
ケ
月
余
り
の
教
育
を
受
け
ま
し
て
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
思
い
が
大
分
熱

く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
Ｚ
Ｃ
の
任
務
で
あ
り
ま
す
。

会
員
増
強
、
指
導
力
育
成
を
主
に
し
て
、
国

際
協
会
又
、
３
３
６

－

Ａ
地
区
・
ガ
バ
ナ

ー
・
１
Ｒ
Ｃ
の
指
示
通
り
動
い
て
行
く
所
存

で
す
。
そ
れ
と
、
我
々
の
ク
ラ
ブ
で
結
成
以

来
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
献
血
に
つ
き
ま
し

て
も
５
年
後
、
10
年
後
の
先
を
見
て
血
液
不

足
に
備
え
る
為
、
自
分
達
で
献
血
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
や
周
囲
の
人
々
に
献
血
の

大
切
さ
を
知
っ
て
頂
く
啓
蒙
活
動
も
大
切
か

と
思
い
ま
す
。
１
リ
ジ
ョ
ン
・
３
ゾ
ー
ン
の

皆
さ
ん
、
１
年
間
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
御
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

篠原　治行
1R−1ZC

（松山城山）

吉田　　稔
1R−2ZC

（松山道後）

佐伯　悦夫
1R−3ZC

（松山金亀）

誇
り
を
持
っ
て

ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を

ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
の

　
　
　
　
　
　

精
神
で

献
血
の
大
切
さ
を

　
　

 

知
っ
て
く
だ
さ
い

Zone Chairperson 自己紹介・抱負

クラブ活動の原動力 ゾーン・チェアパーソン

昴 揚 感

１
リ
ジ
ョ
ン

　

こ
の
度
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
お

受
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
更
な
が
ら
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
任
務
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
を

正
確
に
伝
え
、
各
ク
ラ
ブ
の
指
導
、
運
営
に
当

た
り
、
ま
た
各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
意
見
、
要
望
を

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の一
年

間
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
各
ク
ラ
ブ
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
ゾ
ー
ン
が
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
お
世

話
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
だ
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
会
員
増
強
が
最
大
の
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
縮
図
を
見
る

が
如
く
私
の
ゾ
ー
ン
も
会
員
の
減
少
、
高
齢
化

が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
、
よ
り
一層

の
交
流
を
図
り
、
会
員
間
が
強
い
絆
で
結
ば
れ

る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
在
籍
し
て
30
年
余
り
と
な
り
ま
す
が
、

地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「
新
た
な
気
持
ち
で

Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
」を
心
に
お
い
て
、
私
自
身
初
心

に
帰
り
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
こ
の
任
務

に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
季
、
自
ら
の
力
量
不
足
顧
み
ず
大
役
を
お
受

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブへ
入
会
し
た
の
は
昭
和
60

年
、
当
時
は
日
本
経
済
は
バブ
ル
の
絶
頂
期
に
あ
り
、

会
員
数
も
多
く
す
べて
に
活
気
に
満
ち
て
お
り
ま
し

た
が
、
近
年
は
日
本
経
済
を
支
え
た
世
代
の
高
齢
化

と
少
子
化
、
経
済
不
況
に
よ
る
会
員
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
いの
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

　

地
区
に
お
い
て
も
会
員
増
強
が
叫
ば
れ
て　

久
し

い
が
、
今
後
多
く
を
望
め
な
い
中
、
な
に
よ
り
も
退

会
防
止
と
会
員
維
持
に
努
め
る
ク
ラ
ブ
運
営
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
さ
い
わ
い
、
我
が
２
Ｒ

－

２
Ｚ
各
ク
ラ

ブ
は
極
め
て
優
秀
な
活
力
あ
る
ゾ
ー
ン
で
あ
り
ま
す
。

　

今
季
、
復
活
し
た
中
村
リ
ジ
ョン
・
チ
ェア
パー
ソ
ン

指
揮
の
下
、
木
内
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
を
伝
え
ゾ
ー
ン
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
ま
で
に
２
度
の
地
区
委
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、

そ
の
間
に
多
く
の
友
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
私
な
り
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

今
回
も
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
み
に
、
こ
の
１
年
間
ゾ

ー
ン
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
職
務
に
挑

戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３
３
６

−

Ａ
地

区
２
Ｒ
３
Ｚ
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
お
引

き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
四
国
中
央
法

皇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
受
川
で
す
。

　

浅
学
菲
才
の
身
で
こ
の
重
責
を
一
年
間
努
め

る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
不
安
で
一
杯
な
の
で

す
が
、
私
に
対
す
る
依
頼
事
項
を
一
つ
ず
つ
こ
な

す
事
に
よ
っ
て
、
何
と
か
Ｚ
Ｃ
と
し
て
の
役
割
を

消
化
し
、
そ
し
て
私
な
り
の
方
向
を
見
い
だ
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
四
国
中
央
法
皇
Ｌ
Ｃ
の
35
周
年
、
そ

し
て
川
之
江
中
央
Ｌ
Ｃ
の
25
周
年
と
３
Ｚ
内
の
周
年

事
業
が
計
画
さ
れ
る
と
共
に
去
年
度
よ
り
始
め
ら

れ
た
３
Ｚ
内
ク
ラ
ブ
交
流
の
新
事
業
も
有
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
諸
先
輩
の
皆
様
が
作
り
上
げ
て
き
た

事
業
を
礎
と
し
て
、
ま
た
新
し
い
事
業
を
今
年
度

も
作
り
上
げ
、
交
流
と
楽
し
み
溢
れ
る
３
Ｚ
を
築

く
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
Ｚ
Ｃ
の
職
務
を
努
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
２
Ｒ

−

４
Ｚ
Ｃ
を
仰
せ
付
か

り
ま
し
た
。
大
変
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

木
内
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
中
村
２
Ｒ

−

Ｒ
Ｃ
の
ご
指
導
の
も
と
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
Ｒ
内
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

と
本
年
度
は
、
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
予
定

者
を
選
出
す
る
と
い
う
大
役
が
ま
わ
っ
て
き

ま
す
。４
Ｚ
の
皆
様
と
な
お
一
層
団
結
し
て
、

こ
と
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
指
導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

畑嶋理久次
2R−1ZC

（新居浜中央）

近藤　徹也
2R−2ZC

（今治東）

受川　眞二
2R−3ZC

（四国中央法皇）

松本　三男
2R−4ZC

（東　予）

ゾ
ー
ン
内
の
よ
り

　
　
　

 

一
層
の
交
流
を

新
た
な
出
会
い
と
挑
戦

交
流
と

    

楽
し
み
溢
れ
る
３
Ｚ

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
の

パ
イ
プ
役
を

２
リ
ジ
ョ
ン
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今
年
度
の
大
氣
Ｒ
Ｃ
の
方
針
は「
情
報
の

共
有
」に
よ
っ
て
各
ク
ラ
ブ
を
元
気
に
し
た

い
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

各
地
域
に
よ
っ
て
置
か
れ
た
状
況
は
異
な
り

ま
す
が
、「
会
員
増
強
」 「
楽
し
い
例
会
」 ｢

意

味
の
あ
る
ク
ラ
ブ
奉
仕｣

な
ど
は
共
通
の
テ

ー
マ
で
あ
り
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
Ｒ
Ｃ
の
方

針
の
も
と
活
力
の
あ
る
ゾ
ー
ン
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

３
Ｒ
・
１
Ｚ
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｚ
Ｃ
と
し
て
任
命
さ
れ
た
以
上
、
５
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
私
な
り
に
一
生
懸
命
や
る
つ
も
り

で
あ
り
、皆
様
の
ご
指
導
、ご
協
力
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　

私
な
り
に
抱
負
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、

○
各
ク
ラ
ブ
の
会
報
を
も
れ
な
く
各
ク
ラ
ブ
に
配
布

し
、
情
報
交
換
を
密
に
す
る
。

○
各
ク
ラ
ブ
の
例
会
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
様
子

な
ど
、
良
い
こ
と
は
参
考
に
す
る
。

○
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
は
か
る
。

○
各
ク
ラ
ブ
と
も
、
次
の
こ
と
に
対
し
て
、
目
標
を
掲
げ
て
も
ら
う
。

①
会
員
増
強
…
10
％
ア
ッ
プ（
正
会
員
…
家
族
会
員
で
は
な
い
）

宇
和
Ｌ
Ｃ
の
成
功
例
の
よ
う
に
具
体
的
に
掲
げ
る

②
出
席
率
の
向
上
…
75
％
以
上（
昨
年
度
よ
り
10
％
ア
ッ
プ
）

そ
れ
に
は
、
為
に
な
る
例
会
！ 

面
白
い
例
会
！

会
員
同
士
の
交
流
が
深
ま
る
例
会
！ 
に
な
る
よ

う
に
各
５
役
の
方
々
が
知
恵
を
出
し
、
汗
を
か
い

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
５
ク
ラ
ブ
合
同
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実
施（
合
同
例
会
の
実
施
）

例
え
ば
、佐
田
岬
半
島
で
の
合
同
の
花
見（
３
３
６

−

Ａ
地
区
全
体
の
メ
ン
バ
ー
に
声
を
掛
け
る
）日
本

一
長
い
半
島
で
あ
る
佐
田
岬
半
島
で
の
桜
は
時
期

に
な
る
と
実
に
見
事
な
も
の
で
す
。
そ
れ
も
永

年
ゾ
ー
ン
の
皆
さ
ん
で
カ
ズ
ラ
切
り
の
手
入
れ
を

し
て
き
た
成
果
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
３
３
６−

Ａ
地
区
の
皆
さ
ま
に
見
に
来
て
も
ら
う
。

　

今
年
度
３
Ｚ
Ｃ
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、３
Ｒ・

３
Ｚ
鬼
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
程
内
で
す
。
３
ゾ
ー

ン
内
５
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ

い
ろ
な
課
題
を
抱
え
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
特
に

会
員
の
減
少
、
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
は
共
通
す
る
課

題
で
、
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
Ｒ
Ｃ
が
復
活
し
、
３
Ｒ
で
は
サ
イ
ボ
ウ

ズ
と
い
う
サ
イ
ト
を
使
っ
て
情
報
の
伝
達
や
共
有
を

図
ろ
う
と
３
Ｒ
Ｃ
が
中
心
に
な
って
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。
現
在
各
ク
ラ
ブ
、
地
区
役
員
、
地
区

委
員
が
参
加
し
、
使
い
か
た
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
中
で

す
。
こ
れ
を
リ
ジ
ョン
内
は
勿
論
、
ゾ
ー
ン
内
で
も
活

用
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
動
に
役

立
て
、
ガ
バ
ナ
ー
ズ
キ
ー
ワ
ー
ド「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」

に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
Ｚ
は
５
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
減

少
が
見
ら
れ
る
ク
ラ
ブ
が
３
つ
、
元
気
な
ク
ラ
ブ
が
２

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
会
員
減
少
の
３
つ
の

ク
ラ
ブ
に
特
に
集
中
し
て
そ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
共
通
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、「
今
年
度
は

こ
の
問
題
」と
的
を
絞
り
３
Ｚ
各
ク
ラ
ブ
、
各
会
員
の

知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
微
力
な
が
ら
頑
張
って
み

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
高
松
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

４
Ｒ

－

１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

の
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
、
改
め
て
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

の
責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
新
た
な
気
持

ち
で
」ウ
ィ
サ
ー
ブ
奉
仕
の
基
本
は
例
会
出
席
で

あ
る
。
例
会
は
ク
ラ
ブ
の
最
高
議
決
機
関
で
す
。

　

会
員
の
過
半
数
の
決
議
で
、
全
体
の
承
認
が

Ｏ
Ｋ
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
各
委
員
会
か
ら
上

が
っ
た
議
題
が
理
事
会
で
、
協
議
さ
れ
最
後
に

例
会
に
承
認
と
い
う
基
本
の
流
れ
で
す
。
例
会

出
席
、
無
く
し
て
ク
ラ
ブ
内
の
活
動
＆
事
業
は

理
解
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
出
席

し
た
い
魅
力
あ
る
楽
し
い
例
会
を
目
指
し
、
ご

努
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
Ｚ
の
５

ク
ラ
ブ
の
パ
イ
ブ
役
と
し
て
は
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
、

全
力
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
申
し
上
げ
ま
す
。

Zone Chairperson 自己紹介・抱負

古森　敏夫
3R−1ZC

（大　洲）

宇都宮　正
3R−2ZC

（八幡浜）

程内　哲雄
3R−3ZC

（鬼　北）

藤谷　直明
4R−1ZC

（高松南）

有
意
義
な
活
動
を

〝
も
と
も
と
、
八
西(

八
幡
浜
、
西
宇
和)

地
区
と
呼
ば
れ
て
い
た
ゾ
ー
ン
〟

『 

仲
良
く
、
実
の
あ
る
活
動
め
ざ
し
て 

』 

的
を
絞
っ
て問題

の
解
決
を

例
会
出
席
の
向
上
を

目
指
し
て

４
リ
ジ
ョ
ン

３
リ
ジ
ョ
ン

　

今
期
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
い
う
大

役
を
引
受
け
る
事
に
な
り
責
任
の
重
大
さ
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

研
修
時
に
聞
い
た
木
内
千
春
地
区
ガ
バ
ナ

ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
新
た
な
気
持
ち
で　

Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
」キ
ー
ワ
ー
ド「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
共
有
」

を
聞
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
入
会
し
た
時
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
時
の
緊
張
し
た
昂

揚
感
を
忘
れ
ず
前
向
き
な
気
持
ち
で
、
木
内

ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
を
遂
行
し
担
当
す
る
ゾ
ー

ン
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
が「
楽
し
い
ク
ラ
ブ
・　

共
に
団
結
す
る
ク
ラ
ブ
」と
な
る
よ
う
日
々

研
鑽
で
共
に
前
進
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
協

力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
４
Ｒ
―
３
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
に
就
任
し
た

三
木
さ
ぬ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
三

原
主
幹
と
申
し
ま
す
。
昨
年
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
副
幹
事
、
今
年
は
Ｚ
Ｃ
と
正
直
少
々
疲
れ

気
味
で
す
が
、
こ
れ
も
何
か
の
縁
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
一
員
と
し
て
Ｒ
Ｃ
を
通

じ
て
ゾ
ー
ン
に
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針
を
伝

授
す
る
の
が
Ｚ
Ｃ
の
役
目
と
心
得
て
い
ま
す

が
、
可
能
な
ら
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
で
議
論
を

尽
く
し
あ
と
粛
々
と
従
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
４
Ｒ
―
３
Ｚ
内
は
気
心
の
知
れ
た
方

が
多
い
の
で
あ
ま
り
不
安
は
感
じ
て
い
ま
せ

ん
。
誇
り
を
胸
に
業
務
を
こ
な
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
色
々
な
方
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
４
Ｒ
―
３
Ｚ
の
会
員
の

皆
々
様
、
御
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
今
期
Ｚ
Ｃ
を
務
め
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た「
藤
川
佳
代
」と
申
し
ま
す
。

　

な
に
ぶ
ん
に
も
、
こ
の
様
な
大
任
を
仰
せ
つ
か
っ
た

の
は
、
初
め
て
の
事
で
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
そ
の

責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
「
あ
ん
た
ど
こ
か
ら
来
た
ん
な
？
こ
の
近
所
で
新

し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
出
来
る
ん
や
け
ど
入
ら

ん
な
？
」野
菜
を
買
い
に
行
っ
た
店
先
で
、
声
を
か

け
ら
れ
た
の
が
今
か
ら
12
年
前
。
こ
の一
言
か
ら
私

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
む
な
し
く
な
っ
た
り
す

る
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
全
て
が
私
の
人

生
の
宝
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
常
に
会
員
の
皆
様
に

助
け
ら
れ
た
お
陰
だ
と
思
い
、
幸
せ
で
す
。
木
内
ガ

バ
ナ
ー
は
、
色
々
な
楽
器
が
融
け
あ
っ
て
、
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
醸
し
出
す
音
楽
が
大
好
き
だ
そ
う
で
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
も
大
勢
の
皆
様
で
、
様
々

な
気
持
ち
の
良
いハ
ー
モ
ニ
ー
を
出
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
の
為
に
は一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
、
す
ぐ
に
き
れ
い
な
音
色
が
出
な
く
て

も
、
根
気
よ
く
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
な
に
か
を

強
く
願
う
事
こ
そ
、
顔
に
は「
笑
顔
」を
、
そ
し
て
い

つ
も
心
に
は「
感
謝
」の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に一
歩
ず

つ
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

坂
出
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
入
会
し
て
25

年
、
５
リ
ジ
ョ
ン
１
ゾ
ー
ン
の
ゾ
ー
ン
・
チ

ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
私
自
身
こ
の
職
務
を
全
う
で

き
る
か
ど
う
か
大
変
不
安
で
す
が
、
宇
賀
リ

ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
や
地
区
委
員
さ

ん
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
指
導
と

ゾ
ー
ン
内
７
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
一
年
間
全
力
を
つ
く
し
て
、

楽
し
く
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

宮内　一男
4R−2ZC

（高松西）

三原　主幹
4R−3ZC

（三木さぬき）

藤川　佳代
4R−4ZC

（高松空港）

柴田正比古
5R−1ZC

（坂　出）

楽
し
い
ク
ラ
ブ

 

共
に
団
結
す
る
ク
ラ
ブ

誇
り
を
胸
に

い
つ
も
こ
こ
ろ
に

一
年
間
全
力
を
つ
く
し
、

努
め
ま
す
。

５
リ
ジ
ョ
ン

４
リ
ジ
ョ
ン
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こ
の
度
、
５
Ｒ–

２
Ｚ 

Ｚ
Ｃ
の
大
役
を
仰
せ
つ

か
る
事
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
胸

が
いっ
ぱ
い
で
す
。

　

平
成
三
年
十
月
に
入
会
し
、
二
十
二
年
六
カ

月
、
よ
ほ
ど
の
事
が
無
い
限
り
ク
ラ
ブ
例
会
等

を
欠
席
せ
ず
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま

で
に
先
輩
メ
ン
バ
ー
に
は
色
々
と
ご
指
導
等
を
頂

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
期
は
２
Ｚ
の
各

ク
ラ
ブ
と
木
内
千
春
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針

「
新
た
な
気
持
ち
で
Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
」の
も
と
宇

賀
Ｒ
Ｃ
の
指
導
の
も
と
に
、
責
任
者
と
し
て
ゾ
ー

ン
内
、
各
ク
ラ
ブ
運
営
に
手
助
け
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
一
年
間
Ｚ
Ｃ
と
し
て
の
役
目
を

つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

今
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
環
境
は

円
安
で
、
中
小
企
業
は
原
料
高
等
で
利
益
を

出
せ
る
企
業
は
ほ
ん
の一
握
り
の
と
こ
ろ
だ
け
で

す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
会
員
が
増
員
で
き
る
よ
う
に
各
ク
ラ

ブ
と
も
知
恵
を
出
し
合
い
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
の
誇
り
を
示
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
高
揚
の
た
め
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
ゾ
ー
ン
チ
ェア
ー
パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を

力
不
足
も
顧
み
ず
拝
命
し
事
の
重
大
さ
と
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
木
内
ガ
バ
ナ

ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
新
た
な
気
持
ち
で
」ウ
ィ
サ
ー

ブ
、
そ
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド「
ヴ
ィ
ジ
ョン
共
有
」又
、

「
誇
り
高
き
ラ
イ
オ
ン
に
な
ろ
う
と
も
提
起
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
今
期
復
活
し

た
リ
ジ
ョン
チ
ェア
ー
パ
ー
ソ
ン
の
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
、
各
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
意
思

疎
通
と
そ
の
運
営
方
針
を
お
伝
え
す
る
事
が

私
Ｚ
Ｃ
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
各
ク
ラ
ブ
が
地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕

活
動
、
又
、
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
物
事
、
奉
仕
は
計
画

通
り
に
進
む
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
私
が
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
覚
え
た
素
晴
ら
し
い

言
葉 

Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ 

そ
れ
は
一
本
の
明
か
り

で
も
Ｗｅ
に
な
れ
ば
巨
大
な
光
明
と
な
る
の
で

す
。
出
会
い
と
絆
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
も
木
内
ガ
バ
ナ
ー
の「
新
た
な
気
持
ち
で
」

ウ
ィ
サ
ー
ブ
に
通
ず
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の一
年
、
皆
様
の
ご
指
導
を
頂
き
、
試
行

錯
誤
を
し
、
自
ら
の
修
行
の
場
と
し
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め

皆
様
の
ご
協
力
ご
高
配
の
程
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
に
関
し
、
須
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
ご
推
挙
に
よ
り
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
の
重
責
を
担
う
立
場
に
緊
張
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

当
ゾ
ー
ン
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
今
後
活
動
す
る
に
当
た
り
共

有
す
る
課
題
と
し
て
、
若
手
の
会
員
の
入
会

に
よ
る
組
織
の
増
強
で
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性

化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
２
Ｚ
地
域
と

し
て
本
課
題
に
対
し
、
人
口
の
高
齢
化
と
減

少
、
伴
う
形
で
地
域
経
済
規
模
の
縮
小
等
、

負
の
連
鎖
の
現
状
が
進
行
し
て
お
り
、
ま
た

長
引
く
経
済
不
況
に
対
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
プ
ラ
ス
効
果
の
実
感
が
全
く
見
え
な
い

中
、
２
ゾ
ー
ン
各
ク
ラ
ブ
と
し
て
同
志
の
親

和
と
強
調
性
を
大
切
に
、
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
ご
指
導
の
も
と
地
域
に
根
差

し
た
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
、
さ
ら
に
理
念

と
し
て
の
友
愛
と
社
会
奉
仕
等
の
伝
統
へ
の

貢
献
が
持
続
的
に
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
指
導
機
関
と

ゾ
ー
ン
の
各
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協

力
、ご
高
配
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
６
Ｒ–

３
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
と
い
う
大
役
を

お
受
け
し
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
同
時

に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

Ｚ
Ｃ
と
は
担
当
ク
ラ
ブ
に
ガ
バ
ナ
ー
方
針
を
伝

達
し
遂
行
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
共
に
ク
ラ

ブ
の
生
の
声
を
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
し
て
、
風
通
し

の
良
い
環
境
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
特
に
感
じ
る
こ
と

は
、
ク
ラ
ブ
の
活
力
が
薄
れ
、
多
く
の
ク
ラ
ブ

が
会
員
の
減
少
、
高
齢
化
、
マ
ン
ネ
リ
化
、
家

族
会
員
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
改
め
て
初
心
に
戻
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
の
三
大
義

務
の
遵
守
と
、
各
委
員
会
活
動
も
活
発
化
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十
分
理
解
し
た
上

で
、
地
域
と
共
に
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
一
丸

と
な
り
知
恵
を
出
し
合
い
、
課
題
解
決
と
目

標
意
識
の
高
揚
を
は
か
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
私
自
身
微
力
で
す
が
、
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。
一
年
間
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大島　竹雄
5R−2ZC

（善通寺）

品原　啓二
6R−1ZC

（高知北）

谷本　敏明
6R−2ZC

（須　崎）

廣中　富男
6R−3ZC

（窪　川）

一
歩
一
歩
進
ん
で

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
誇
り
を

一
本
の
明
か
り

地
域
に
根
ざ
し
た

 　
　
　
　
　
　

活
動
で

課
題
解
決
と

目
標
意
識
の
高
揚

５
リ
ジ
ョ
ン

Zone Chairperson 自己紹介・抱負

６
リ
ジ
ョ
ン

　

こ
の
度
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
歴
の
浅
い
私
が
思
い
も
し

な
か
っ
た
７
Ｒ-

１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の

役
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
ま
ど
い
つ
つ
も

大
変
光
栄
に
思
う
と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

と
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
役
目

を
果
す
に
あ
た
り
、
所
属
の
高
知
鏡
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
で
会
計
・
幹
事
・
会
長
と
３
期
連
続
で

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
、
他
ク
ラ
ブ
と
の
交

流
が
で
き
た
こ
と
が
、
私
に
と
って
の
糧
と
な
って

お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
酒
井
Ｒ
Ｃ
の
ご
指
導

の
も
と
２・３
Ｚ
Ｃ 

や
５
人
の
委
員
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
皆
様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
変
厳
し
い
社
会
情
況
の
中
、
ど
ち
ら
の
ク
ラ

ブ
も
抱
え
る
問
題
は
会
員
減
少
・
高
齢
化
・
マ
ン

ネ
リ
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
解

決
す
る
一つ
の
策
が
前
期
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
家
族
会
員
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
人
数
増
の

こ
と
ば
か
り
が
先
走
って
お
り
ま
す
が「
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
将
来
を
担
う
の
は
私
た
ち
の
娘
・
息
子
達（
家

族
）」で
す
、
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
の
家
族
会

員
を
、
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
く
て
は
と
思
って
お
り
ま
す
。ど
う
か
こ
の一年
、

各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
７
Ｒ-

２
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
の
大
役
を

お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
任
の
重

さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
酒
井
Ｒ

Ｃ
の
ご
指
導
の
下
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
２
Ｚ

５
ク
ラ
ブ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ゾ
ー
ン
の

発
展
の
た
め
微
力
で
す
が
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「
新
た
な
気
持
で　

Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
」は
、
入
会
を
決
意
し
た
と
き

の
胸
の
昂
揚
感
を
思
い
出
し
、
情
熱
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
発
展
と

未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を
通
し
て
、
心
が
満
ち

足
り
、
楽
し
い
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
自
然
と
退
会
防
止
、
会
員
増

強
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
皆
様
方
と
共
に
ラ
イ
オ
ン

ズ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

木
内
千
春
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
基
本
方

針
を
よ
く
理
解
し
て
、
酒
井
公
一リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
ご
指
導
の
も
と
７
リ
ジ
ョン
３
ゾ
ー

ン
の
各
ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
や
奉
仕
活
動
が
潤

滑
に
で
き
る
よ
う
３
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
の
役
目
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
リ
ジ
ョン
３
ゾ
ー
ン
の
５
つ
の
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
の
為
に
会
員
の
増
強
、
地
域
社
会
に
密
着

し
た
奉
仕
活
動
が
重
要
な
問
題
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

任
期
中
に
ゾ
ー
ン
内
の
各
ク
ラ
ブ
の
例
会
に

出
席
し
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
を
観
察
・
把
握

し
て
、
ク
ラ
ブ
の
状
況
、
そ
し
て
各
ク
ラ
ブ
の

意
向
を
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
報
告
し
て

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

今
期
の
任
務
で
果
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

最
も
な
問
題
が
家
族
会
員
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
深
く
考
え
る
と
理
屈
が
出
て
き
ま
す

の
で
、
現
在
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
家
族
で

支
え
る
時
代
に
な
っ
た
ん
だ
な
ぁ
ー
と
、
サ
ラ
っ

と
考
え
て
戴
け
れ
ば
気
持
ち
も
楽
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
こ
の一
年
間
７
リ
ジ
ョ
ン
３
ゾ
ー
ン

の
皆
様
方
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
任

務
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
８
Ｒ
１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
役
職
を
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
、
知
識
や
経
験
不
足
の
自
分

が
任
務
遂
行
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
ま
た
自
問
自
答
し
な
が
ら
心
の
葛
藤
が

日
々
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
拝
命
さ
れ
た
以

上
は
ガ
バ
ナ
ー
、
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
他
、

会
員
皆
様
方
の
ご
指
導
・
助
言
を
賜
り
な
が
ら

任
務
に
邁
進
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
に
は“

わ
れ
わ
れ
は
知
性
を
高

め
、
友
愛
と
相
互
理
解
の
精
神
を
養
い
、
平
和

と
自
由
を
守
り
、
社
会
奉
仕
に
精
進
す
る” 

と

の
誓
い
文
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
崇
高
な
理
念
は

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
誇
り
で
す
。
こ
の
精
神
を
我
々

全
会
員
と
享
有
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
原
点
を
み
つ

め
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
ク
ラ

ブ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
地
道
な
社
会
奉
仕
活
動

こ
そ
が
、
多
く
の
人
々
に
理
解
を
得
、
さ
ら
に

は
協
力
や
支
援
を
頂
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
大
役
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐々木浩一
7R−1ZC

（高知鏡川）

山本　哲美
7R−2ZC

（高知黒潮）

西野　博英
7R−3ZC

（南　国）

稲井　　稔
8R−1ZC

（阿波勝浦）

将
来
を
担
う
の
は

私
た
ち
の
家
族

ご
あ
い
さ
つ

家
族
会
員
に
理
解
を

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

原
点

７
リ
ジ
ョ
ン

８
リ
ジ
ョ
ン



1617

　

こ
の
度
、
８
Ｒ―

２
Ｚ
Ｃ
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
、
徳
島
吉
野
川
Ｌ
Ｃ
の
山
口
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン

バ
ー
と
し
て
入
会
し
、
満
22
年
と
な
り
ま

し
た
。
途
中
、
Ｊ
Ｃ
の
方
に
力
を
入
れ
、

休
眠
し
て
お
り
ま
し
た
が
約
10
年
前
よ
り

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
復
活
い
た
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
会
長
を
１
回
、
幹
事
を
４

回
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
も
沢
山
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
会
員
数
減
少
の
問
題
、

会
費
の
問
題
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
あ
り

方
等
、
昔
と
同
じ
事
を
や
っ
て
い
る
と
ク

ラ
ブ
の
存
続
が
危
う
い
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

今
期
、
Ｚ
Ｃ
と
い
う
お
役
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
と
多
く
の
こ
と
を
共
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｚ
Ｃ
の
役
割
は
、
ゾ

ー
ン
内
の
調
整
と
ク
ラ
ブ
と
地
区
の
橋
渡

し
で
す
が
、
ゾ
ー
ン
内
で
多
く
の
議
論
を

し
、
要
望
を
聞
き
、
我
々
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
を
も
っ
と
良
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
年
、
こ
の
お

役
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
期
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
い
う
大

役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
責
任

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

ゾ
ー
ン
の
運
営
は
、
木
内
千
春
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
方
針
を
踏
ま
え
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と

各
ク
ラ
ブ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
七
ク
ラ
ブ
の

融
和
を
図
り
、
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
内
七
ク
ラ
ブ
会
員
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
、
何
よ
り
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
方
針
・
ご
意
向
は
、
極
力
詳
細
に
伝
達
す

る
と
と
も
に
、
七
ク
ラ
ブ
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
は
十
分
反
映
致
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
職
責
を
果
た
し
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
９
Ｒ
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

を
拝
命
戴
き
ま
し
た
。
大
役
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
成
り
ま
す
が
、
ゾ
ー
ン
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
で
１
年
間
を
微
力
で
あ
り

ま
す
が
頑
張
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
新
た
な
気
持
ち

で
」Ｗｅ 

Ｓｅｒｖｅ
と
あ
り
ま
す
。

　

私
は
当
然
な
が
ら
全
く
新
た
な
る
気
持
ち

で
ス
タ
ー
ト
を
切
る
わ
け
で
す
が
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
指
針
に
沿
い
、
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
下
で
頂
い
た
ご
指
導
を
ゾ
ー
ン

の
皆
様
方
に
的
確
に
お
伝
え
し
、
２
Ｚ
の
持

つ
課
題
に
も
各
ク
ラ
ブ
の
協
力
と
結
束
を
促

し
、
楽
し
く
理
想
の
ラ
イ
オ
ン
ニ
ズ
ム
に
向

か
っ
て
い
く
努
力
を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で

す
。

　

９
Ｒ
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
各
ゾ

ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
皆
様
方
ど
う
か
１

年
間
ご
指
導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
３
ゾ
ー

ン
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェア
パ
ー
ソ
ン
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
７
月
か
ら
の
１
年
間
、
坂
東
照
伸
リ
ジ
ョン
・
チェア
パー
ソ
ン
の
指

導
の
も
と
、
国
際
協
会
並
び
に
木
内
千
春
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
願
い
や

運
営
方
針
を
ゾ
ー
ン
所
属
の
５
ク
ラ
ブ
に
誠
実
に
伝
達
し
て
い
き
た

い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
意
義
は
、
例
会
出

席
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
毎
月
の
例
会
に
出
席
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
協

議
の
場
と
し
て
、
ま
た
友
情
を
育
み
、
活
動
の
知
恵
や
力
を
生
む

場
と
し
て
、
す
べ
て
の
会
員
が
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
例
会
が
楽
し

く
、
そ
し
て
意
義
深
い
も
の
に
な
る
よ
う
努
力
し
あ
い
た
い
も
の
で

す
。

　

ク
ラ
ブ
力
の
向
上
は
、
会
員
個
々
の
情
報
の
共
有
が
何
よ
り

も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
方
策
の一つ
に
、「
異
質
の
吸

収
」が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。自
己
に
な
い
他
者
の
良
い
面
、「
異

質
」を
他
ク
ラ
ブ
と
の
会
合
等
を
通
し
て
学
び
合
い
た
い
も
の
で
す
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
各
ク
ラ
ブ
と
も
地
域
に
密
着
し
た

素
晴
ら
し
い
実
践
が
継
続
さ
れ
、
地
域
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
う
れ
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
最
重
点
課
題
で
あ
る
会
員
増
強
維
持
活
動
に
つい
て

は
成
功
方
策
の
積
極
的
な
提
示
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
５
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
活
性
化
の
た

め
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

山口　裕史
8R−2ZC

（徳島吉野川）

金谷　光夫
9R−1ZC

（徳島眉山）

田渕　功三
9R−2ZC
（脇）

坪井　詔一
9R−3ZC

（鴨　島）

ク
ラ
ブ
と
地
区
の

 

橋
渡
し
を

七
ク
ラ
ブ
の
融
和
を

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
に

向
か
っ
て
い
く
努
力

情
報
の
共
有
と

ク
ラ
ブ
の
活
性
化

８
リ
ジ
ョ
ン

９
リ
ジ
ョ
ン

Zone Chairperson 自己紹介・抱負常設委員会委員長挨拶

　

こ
の
度
地
区
委
員
長
と
い
う
大
役
を
拝
名

致
し
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
現
在
家
族
会

員
の
倍
増
と
い
う
重
要
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
捉
れ
ず
正
会
員
の
招
請
と
会

員
維
持
、
又
将
来
有
望
な
会
員
の
発
掘
と
指

導
に
重
点
を
置
き
、
少
し
で
も
良
き
時
代
の

会
員
数
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
地
区
Ｇ
Ｍ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
又
各
リ
ジ
ョ
ン
の
地

　

こ
の
度
、
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
大
会
参
加
の

委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
藍
住
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
賀
川　
直
と
申
し
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
の
目
的
の
一
つ

は
地
域
社
会
の
生
活
文
化
、
福
祉
、
公
徳
心
の
向

上
に
寄
与
し
、
社
会
全
体
に
精
進
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
奉
仕
活
動
を
一
般
社
会
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
昨
今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー

区
委
員
さ
ん
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
任
務
を

遂
行
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
家
族
会
員
に
つ
い
て
木
内
ガ
バ
ナ
ー

の
掲
げ
る
目
標
は
大
き
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
各
ク
ラ
ブ
に
準
じ
た
無
理
の
な
い
程
度

で
の
増
強
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

奉
仕
を
充
実
さ
せ
、
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る

に
は
、
若
い
会
員
を
含
め
た
新
し
い
力
が
必

須
と
な
り
ま
す
。
マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
脱
却
し

て
世
代
交
代
を
早
く
済
ま
せ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

が
地
域
住
民
の
為
に
更
に
幅
広
く
貢
献
で
き

る
団
体
と
な
る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
方
の
力

を
会
員
増
強
に
集
結
さ
せ
て
下
さ
い
。
一
年

間
の
多
大
な
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ム
ペ
ー
ジ
等
で
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。

　

今
期
は
、
国
際
会
長
の
テ
ーマ
で
あ
り
ま
す「
誇
り
を

高
め
る
」を
モッ
ト
ー
に
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

基
本
方
針
と
い
た
し
ま
し
て

１
．ク
ラ
ブ
会
報
誌
や
ホ
ー
ムペー
ジ
の
Ｐ
Ｒ
、
記
事
の
工

夫
掲
載
。

２
．ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
と
し
て
、
会
員
の
維
持
・
増
強
に

関
す
る
記
事
等
も
掲
載
。

３
．ク
ラ
ブ
員
同
士
の
懇
親
・
知
識
の
交
流
を
計
る
為

に
も
、
各
種
大
会
への
参
加
を
奨
励
す
る
。

４
．今
期
も
引
き
続
き「
国
旗
の
掲
揚
」を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

国
旗
は「
国
家
国
民
の
象
徴
」で
す
。
祝
いの
日
に
は

国
旗
を
掲
揚
し
て
祝
いの
意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
ク
ラ
ブ
だ
け
で
は
な
く
、
３
３
６

−

Ａ
地
区
全
ク

ラ
ブ
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
か
一
年
間
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

GMT・GLT・会則・プロ
トコール委員会委員長

村木　弘次
（鳴　門）

委　員

2R
長野　隆一
（今治東）

3R
才野　俊夫
（内　子）

1R
黒田　　浩
（松山白鷺）

5R
石川　正伸

（観音寺中央）

6R
平田　哲也
（高　知）

4R
藪脇　元嘉
（小豆島東）

8R
工藤　誠介

（徳島すだち）

9R
福永　博基
（北　島）

7R
山下　　修
（土佐本山）

委　員

2R
喜井　孝一
（伊予土居）

3R
二宮　利彦
（南宇和）

1R
服部　　勲
（松山中央）

5R
宮本　俊一
（坂出白峰）

6R
多田　一城
（土佐清水）

4R
三木　良彦
（小豆島）

8R
新見　正之
（上　板）

9R
川田　達司
（鳴門西）

7R
籔内　卓矢
（高知りょうま）

マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
の
脱
却
と

世
代
交
代
を

PR・ライオンズ情報・
大会参加委員会委員長
賀川　　直
（藍　住）

国
旗
は
国
家
国
民
の
象
徴

G
M
T

・

G
L
T
・
会
則
・
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
委
員
会

P
R
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
大
会
参
加
委
員
会
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
が
、 「
世
界
の

人
々
の
間
に
相
互
理
解
の
精
神
を
培
い
発
展
さ
せ

る
」こ
と
を
そ
の
第
一
目
的
に
掲
げ
、
様
々
な
国
際

交
流
活
動
を
行
って
い
る
中
で
も
、
青
少
年
交
換

事
業（Y

outh Cam
ps &

 Exchange

）は
、
次

代
を
担
う
青
少
年
に
対
し
、

１
． 

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て
、国
際
理
解
と
親
善
を
促
進
す
る
。

２
． 

異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
家
庭
や
地
域

　

２
０
１
４
～
２
０
１
５
年
度
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６

－

Ａ
地
区
の
環

境
保
全
・
保
健
福
祉
・
ア
ラ
ー
ト
委
員
長
を

拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
役
職
の
重
さ

と
責
任
に
驚
き
を
受
け
る
と
共
に
未
熟
者
と

し
て
そ
の
責
務
が
努
め
ら
れ
る
か
一
抹
の
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
球
と
生
命
体
の
尊
さ
、

　

  

社
会
の
生
活
を
体
験
さ
せ
る
。

３
． 

青
少
年
に
諸
外
国
の
同
年
代
の
青
少
年
と
交
流

　

  

す
る
機
会
を
与
え
る
。

４
． 

他
国
の
人
と
接
す
る
機
会
を
青
少
年
に
与
え
る
。

こ
と
を
目
的
と
し
て
世
界
各
国
に
お
い
て
行
わ

れ
、
半
世
紀
近
い
活
動
の
歴
史
を
持
って
い
ま
す
。

　

昨
今
世
界
情
勢
は
外
交
や
経
済
等
多
方
面
に

渡
って
緊
迫
度
が
増
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
微

力
で
す
が
、
上
記
の
委
員
会
の
目
的
を
し
っ
か
り

と
肝
に
銘
じ
、
こ
の
Ｙ
Ｃ
Ｅ
事
業
に
携
わっ
た
若
者

た
ち
が
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
将
来
の
国
際
平
和
に
寄
与
で
き
る
よ

う
に
な
れ
る
よ
う
応
援
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
青
少
年
達
に
国
際
的
な
視
野
を

広
げ
、
成
長
で
き
る
機
会
を
与
え
る
Ｙ
Ｃ
Ｅ
事
業

に
対
し
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
御
協
力
、

御
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

重
さ
を
思
え
ば
、
我
々
に
は
本
委
員
会
に
課

せ
ら
れ
た
課
題
へ
の
対
処
と
義
務
を
守
る
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
激
変
す
る
気

候
変
動
は
、
自
然
生
態
系
に
与
え
る
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま

す
。
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
大
切
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　

公
認
奉
仕
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
視
力
フ

ァ
ー
ス
ト

－

失
明
予
防
・
治
療
、
地
域
社
会

奉
仕

－

景
観
美
化
、
災
害
対
応

－

プ
ロ
グ
ラ

ム
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
献
血
推
進
・
糖
尿
病
・

聴
力
等
へ
の
活
動
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。
ご
指
導
・
ご

支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

YCE・国際関係
委員会委員長

山本久美子
（徳島藍）

委　員

2R
山田　　強

（新居浜別子）

3R
住田　富重
（宇和島）

1R
松井　之弘
（松山東）

5R
小野　貴史
（善通寺）

6R
山本　典子
（高知桜）

4R
久保　　洋
（高松東）

8R
庄野　　享

（徳島やまもも）

9R
元木　英二

（松茂徳島空港）

7R
佐竹　佳雄
（高知南）

委　員

2R
寺川　治美
（西　条）

3R
藤川　広治
（伊　方）

1R
森　　郁子
（伊　予）

5R
津山　聖司
（綾歌郡）

6R
岡林　長男
（高知東）

4R
浮田　幸治
（高松北）

8R
魁生　政嗣

（徳島マリンピア）

9R
石川美智子
（徳島藍）

7R
井上　障男
（土佐国府）

相
互
理
解
の
精
神
を
培
い発展

さ
せ
る

環境保全・保健福祉
・アラート委員会委員長
手塚　　任
（鳴門西）

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
で
地
球
に
生
命
を

Y
C
E

・

国
際
関
係
委
員
会

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
・
ア
ラ
ー
ト
委
員
会

常設委員会委員長挨拶

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
青
少
年
・

L
C
I
F
・
地
域
奉
仕
委
員
長
と
し
て
、
責

任
重
大
な
役
目
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、
９
R
・
１
Z
北
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
田
口
一
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
の

社
会
情
勢
・
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り
青
少

年
を
取
り
巻
く
多
種
多
彩
な
問
題
、
自
然
災

害
や
地
域
社
会
の
問
題
、
私
た
ち
の
奉
仕
活

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
財
団（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）

よ
り
四
大
交
付
金
の
一
つ
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
エ
ス
ト
交
付
金
を
四
度
目
と
し
、
今
期
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
代
社
会
が
抱
え

る「
い
じ
め
・
不
登
校
・
校
内
暴
力
」の
減
少

に
寄
与
す
る
と
共
に
、
思
春
期
を
迎
え
る
子

供
た
ち
が
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
保
護
者
や

動
は
重
大
か
つ
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
「
L
C
I
F
」は
国
際
協
会
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
財
団
で
、
寄
贈
さ
れ
た
基
金
に
よ
っ

て
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
視
力
保
護
・
障
害
者
援
助
・
健

康
促
進
・
青
少
年
奉
仕（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ

ス
ト
）等
へ
の
支
援　

地
域
社
会
の
子
供
た

ち
と
共
に
平
和
寛
容
さ　

国
際
理
解
を
協
調

す
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
し
た
平
和
を
考
え

独
創
的
に
表
現
し
独
自
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
世
界

の
人
々
と
分
か
ち
合
う
こ
と
を
奨
励
す
る

「
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」を
主
と

し
て
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

地
区
委
員
の
方
々
と
知
恵
を
出
し
な
が
ら

各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
が
教
育
に
対
し
て
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
貢
献
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
区
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

今
年
で
８
年
を
迎
え
ま
す
。
お
陰
様
で
９
リ

ジ
ョ
ン
の
う
ち
８
リ
ジ
ョ
ン
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
体
験
会
に
携
わ
っ
て
頂
い
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
約
７
５
０
余
名
の
教
職
員
の
方
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。
今
期
も
校
内
型
３
ク
ラ
ブ
、

公
募
型
１
ク
ラ
ブ
が
開
催
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
事
業

は
、
大
き
な
広
が
り
と
共
に
交
付
金
だ
け
で
は

資
金
不
足
と
い
う
問
題
も
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
単
一
ク
ラ
ブ
だ
け
で
は
な
く
ゾ
ー

ン
、
リ
ジ
ョ
ン
で
の
取
組
み
の
重
要
性
を
考

え
資
金
獲
得
事
業
も
行
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
期
も
周
年
行
事
を
予

定
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
よ
り「
特
別
支
援
金
」を

募
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
も
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
、
今
後
更
な
る
事
業
普

及
拡
大
の
為
活
動
に
専
念
し
て
参
り
ま
す
。

青少年・LCIF・地域
奉仕委員会委員長
田口　一男
（北　島）

委　員

2R
青木　　茂
（西条石鎚）

3R
福村　俊弘
（伊予長浜）

1R
竹下　俊博
（松山湯築）

5R
浅野　忠一
（観音寺）

6R
田村　直道
（佐川越知）

4R
山田　伸彦
（三木さぬき）

8R
大野　利夫
（土　成）

9R
川原　領哉
（三加茂）

7R
池本　耕三
（土佐香南）

委　員

副委員長
春木扶佐子
（鳴　　門）

委　　員
吉村　政男
（土　佐）

平
和
を
考
え
独
創
的
な

独
自
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
キ
ル
を

ライオンズクエスト
運営委員会委員長
北川　　渉
（高知東）

青
少
年

・

L
C
I
F

・

地
域
奉
仕
委
員
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
運
営
委
員
会
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地
区
で
の
普
及
活
動
は
２
０
０
６
年
よ
り

始
ま
り
、
受
講
者
も
７
５
０
余
り
と
な
り
、

実
践
校
か
ら
は
良
い
変
化
の
報
告
も
届
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
教
育
現
場

の
先
生
方
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
講
、
体

験
を
通
し
て
教
育
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
高

め
、
学
校
の
現
場
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
が

抱
え
る「
い
じ
め
、
校
内
暴
力
」な
ど
の
問
題

の
減
少
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国

際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、L
C
I
F
の
四
大

交
付
金
優
先
事
業
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
委

員
会
で
は
一
人
で
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
例
会
で
の

勉
強
会
や
ゾ
ー
ン
や
リ
ジ
ョ
ン
で
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
期
も
４

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
予
定
で
す
。

　

先
ず
は
近
隣
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
た
ら
是
非
、
参
加
・
見
学
し
て
く
だ
さ

い
。

　

一
人
で
も
多
く
の
青
少
年
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
届
け
る
た
め
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す

ライオンズクエスト
特別委員会委員長
春木扶佐子
（鳴　門）

ＩＴ特別委員会
委員長

板東　理人
（北　島）

ライオンズレオ
特別委員会委員長
市村　通夫
（鴨　　島）

委　員

委　員
眞鍋　秀子
（高松北）

委　員
橋村　隆文
（坂　出）

委　員
野間　典子

（今治くるしま）

委　員
斉藤　明子

（高知とさみずき）

委　員
北川　　渉
（高知東）

委　員
吉村　政男
（土　佐）

教
育
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
特
別
委
員
会

特別委員会委員長挨拶

Lions Quest 「ライフスキル教育」プログラム
2014年７月・８月ワークショップ 開催予定のご通知

開催主体 開催日 開催予定場所 公募型・校内型 備　考

鳴　　門 L C
７月30日(水)
７月31日(木)

鳴 門 市 第 一
中 学 校
会 議 室

校 内 型【 中 】
鳴 門 市 教 育
委 員 会 後 援

坂　　出 L C
８月９日（土）
８月10日（日）

坂 出 市 民
ふれあい会館

公 募 型

土佐山田 L C
8月19日（水）
8月20日（水）

高知県香美市
物 部 町
大 栃 中 学 校

校 内 型
【 小・ 中 】

土　　佐 L C
8月21日(木)
8月22日(金)

土 佐 市
中 央 公 民 館

校 内 型【 小 】
そ の 他
市 内 公 募

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し

て
早
く
も
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

過
去
約
２
年
間
は
情
報
収
集
の
年
、
勉
強

の
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
け
ど
、
３
３
６

−

Ａ
地
区
に
は
現
在
高
知
Ｌ
Ｃ
と
宿
毛
Ｌ
Ｃ
の

ふ
た
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
さ
ん
の
表
敬
訪
問
、
ア
ジ
ア
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
レ
オ
会
議
参
加
e
t
c
。
そ
の
節

は
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
本
年
は
い
よ
い
よ
愛
媛
県
で
レ
オ

ク
ラ
ブ
が
立
ち
上
が
る
予
定
で
す
。

Ｌ　

指
導
力（LEA
D
ER
S
H
IP

）

Ｅ　

経
験（EX
P
ER
IEN
C
E

）

Ｏ　

機
会（O

P
P
O
R
TU
N
ITY

）

 　

上
記
で
レ
オ
と
呼
び
12
才
～
18
才
ア
ル

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
初
期
の
Ｉ
Ｔ
特
別
委
員
会

の
役
割
は
、
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
、
運
営
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
各
種
文
書
の
電
子
化
・
オ
ン

ラ
イ
ン
報
告
と
作
業
の
効
率
化
の
た
め
に
Ｉ

Ｔ
活
用
を
促
進
す
る
よ
う
に
な
り
、
Ｉ
Ｔ
特

別
委
員
会
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

最
近
の
国
際
協
会
の
方
針
で
は
、
事
務
・

運
営
の
効
率
化
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ツ
ー

ル
、
さ
ら
に「
Ｍ
ｙ
Ｌ
Ｃ
Ｉ
」に
よ
り
総
合
情

報
交
換
を
実
現
し
、
Ｉ
Ｔ
の
フ
ル
活
用
を
勧

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
Ｉ
Ｔ
特
別
委

員
会
と
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
各
ク
ラ
ブ
で
の

事
務
・
運
営
の
効
率
化
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
と
し
て
の
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
し
、
そ
し
て

３
３
６

−

Ａ
地
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を

集
約
・
整
理
し
、
地
区
の
情
報
の
発
信
・
収

集
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
変

フ
ァ
会
員
、
18
才
～
30
才
オ
メ
ガ
会
員
と
呼

び
ま
す
。
今
更
言
う
ま
で
も
な
く
、
青
少
年

健
全
育
成
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
最
大

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。
後
に
も
先
に
も

こ
れ
か
ら
の
社
会（
ラ
イ
オ
ン
ズ
）将
来
を
作

っ
て
い
く
に
も
青
少
年
に
か
か
っ
て
お
り
ま

す
。
全
世
界
で
15
万
５
千
人
く
ら
い
い
る
そ

う
で
す
。

　

奉
仕
活
動
を
通
じ
て
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
体

感
し
て
頂
き
将
来
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に

入
会
し
て
欲
し
い
！
と
の
先
の
長
い
運
動
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
私
な
り
に
修
行
の
つ
も
り
で
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
す
。

更
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
推

進
し
、
移
動
距
離
の
長
い
３
３
６

−

Ａ
地
区

間
で
の
ク
ラ
ブ
の
経
費
削
減
に
も
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
各
ク
ラ
ブ
に
Ｉ
Ｔ

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

レ
オ 

指
導
力
、
経
験
、
機
会

2
0
1
4
～
2
0
1
5
年
度

 　
　
　
　
　
　
　

  

Ｉ
Ｔ
特
別
委
員
会 
活
動
方
針

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
特
別
委
員
会

I
T
特
別
委
員
会
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2014〜2015年度　ガバナーズアワード表彰について

　
１
表
彰
の
対
象

　

ジ
ョ
セ
フ
・
プ
レ
ス
ト
ン
国
際
会
長

の
テ
ー
マ「
誇
り
を
高
め
る
」に
従
っ
て
、

２
０
１
４
年
７
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
１
０
０

周
年
記
念
奉
仕
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
の「
グ

ロ
ー
バ
ル
奉
仕
実
施
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
沿

っ
た
４
特
別
奉
仕
事
業（
８
月
〜
青
少
年
の

奉
仕
を
促
そ
う
、
10
月
〜
視
力
を
分
か
ち
合

お
う
、12
月
／
１
月
〜
食
料
を
支
援
し
よ
う
、

４
月
〜
環
境
を
保
護
し
よ
う
）や
、
会
員
純

増
２
名
以
上
、
家
族
会
員
増
強
達
成
を
重
視

し
て
、
評
価
を
致
し
ま
す
。
Ｚ
Ｃ
、
Ｒ
Ｃ
か

ら
の
推
薦
、
地
区
委
員
長
か
ら
の
推
薦
も
尊

重
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
ガ
バ

ナ
ー
地
区
運
営
方
針
に
沿
っ
て
の
活
動
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

２
ア
ワ
ー
ド
の
種
類

　

次
頁
参
照

３
表
彰
の
方
法

A 
年
次
大
会
に
お
け
る
表
彰

　

２
０
１
４
年
２
月
１
日
～
２
０
１
５
年

１
月
31
日
を
対
象
と
し
て
、
第
61
回
地

区
年
次
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。（
第
60
回

地
区
年
次
大
会
表
彰
対
象
期
間
以
後
の

２
０
１
４
年
２
月
１
日
～
６
月
30
日
ま
で

の
も
の
は
、
前
年
度
高
松
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

よ
り
、
申
し
送
り
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。）

B 
後
期
分
の
引
継
ぎ

　

２
０
１
５
年
２
月
１
日
～
６
月
30
日
ま

で
の
申
請
書
類
は
、
次
期
高
知
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
に
申
し
送
り
ま
す
。

４
選
考
方
法

（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
選
考
会　

２
０
１
５
年
３

月
１
日
開
催
予
定
）

⑴
／
各
ク
ラ
ブ
は
２
月
６
日（
後
期
は
６
月

10
日
）ま
で
に
、
対
象
期
間
内
に
実
施

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
種
類
毎
に
代

表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
各
１
件
を
、

所
属
Ｚ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ
、
並
び
に
各
地
区
委

員
に
提
出
す
る
。
参
考
資
料
を
出
来
る

だ
け
添
付
す
る
こ
と
。

⑵
／
Ｒ
Ｃ
は
２
月
17
日（
後
期
は
６
月
20
日
）

ま
で
に
、
優
秀
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
他

を
選
考
し
、
推
薦
書
を
つ
け
て
、
選
考

主
管
担
当
委
員
長
宛
に
提
出
す
る
。

⑶
／
各
委
員
長
は
委
員
会
毎
に
選
考
会
を
開

催
し
、
そ
の
結
果
を
２
月
24
日（
後
期

は
６
月
末
日
）ま
で
に
、
地
区
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
提
出
す
る
。

⑷
／
最
終
選
考
会
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
招

集
し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
・
担
当
地
区
委
員
長
・
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
を
も
っ
て
構
成

し
、
選
考
基
準
に
よ
っ
て
各
賞
を
選
定

す
る
。
尚
、選
考
会
意
見
を
尊
重
す
る
。

⑸
／
後
期
分
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
同
様
の

手
順
を
経
て
、
Ｒ
Ｃ
ま
た
は
委
員
長
が

検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
今
期
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
に
申
し
送
り
を
す
る
。

⑹
／
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、
国
際
協
会
表
彰
に

つ
い
て
、
推
薦
申
請
を
す
る
。

２
０
１
４
〜
２
０
１
５
年
度

ガ
バ
ナ
ー
ズ
ア
ワ
ー
ド
表
彰
に
つ
い
て

2014〜2015年度　アワード選考会ルール及び日程
 2015年２月６日㈮／クラブの提出期限 クラブは、期日までにRC・ZC・地区委員・徳島キャビネットに提出する

２月17日㈫／リジョン内集計、
協議委員会提出期間

○RC・ZC及び各委員は、主管するアワードについて、R内の集計を行う
○各RCがZC会議を招集し、地区委員会主観のアワードについては各地区委員が主導して説明、
　協議する。各Rの地区委員は、地区委員長に対し報告する。
○RC・ZC主管のアワードについても同様に、RC・ZCが主管して説明、協議する。
　RCはキャビネットに対し報告する。

２月24日㈫／地区委員会決定、
キャビネット報告期限

地区委員会別に地区委員長が地区内の９人の委員を招集し、主管の地区委員会別アワードを決定
する。（担当副幹事を出席させるも可）
その後、地区委員長はキャビネットへ報告する。
※委員長はその結果を、最終選考会までにRC及びZCに報告する。

３月１日㈰／キャビネット最終選考会
　※周年記念式典と日程がバッティングした場
　　合は変更の可能性があります。

キャビネット（徳島）にて最終選考会
（右記メンバー）

３役		  ３名
常設委員会	 ５名
副幹事・会計	 10名
　	  計	 18名

地区ガバナーズ・アワードの種類（2014〜2015年度）
（A）クラブ表彰（対象期間：2014年2月〜2015年1月末）

（D）その他     既存のアワード以外にも地区独自のものを検討しています。

種　類 授与基準 選考主管 アワード

1 エクステンション賞・支部賞

結成に至るまでの経緯・経過・結果等を対象とする。1月末までを対象
とする。クラブ支部結成最多クラブ、上位クラブ。
クラブ支部結成エクステンションに卓越した成果を上げたZC・地区委
員を特別表彰。　

金・銀・銅

２ グッドスタンディング賞 授与基準による。　クラブ優秀賞。
３ クラブ幹事100％優秀賞 クラブ会長優秀賞を受賞したクラブ幹事。

相 当 数
４ 特別クラブ功労賞 周年行事をはじめ、各賞に該当しないが貢献が特に著しいクラブ。

5 会員増強賞（5−1～5−4）
純増２名以上（物故会員を含めて）
7月8月に会長のスポンサーによる入会式の開催・女性会員増強・若い
会員増強 GMT・GLT・

会則
プロトコール
委員会

金・銀・銅６ 例会出席優秀賞 マンスリーレポート(実出席率86％以上）による。
７ 公式行事出席優秀賞 ガバナー公式訪問・3回の三役＆委員長諮問会議　出席優秀クラブ
８ メンタープログラム実行賞 取組み（実行）。Cep研修会も同様
９ 国旗掲揚促進賞 国旗掲揚促進に努力したクラブ

PR・ライオン
ズ情報・大会
参加委員会

優秀賞・努力賞
10 会報優秀賞 アクティビティ審査基準による。

金・銀・銅11 マスコミ報道優秀賞 マスコミ利用による奉仕活動を取り上げられた回数・内容の優れたクラブ
12 ライオンズデー一斉清掃賞 80％以上の参加基準を達成したクラブ
13 青少年指導優秀賞 アクティビティ審査基準による。

青少年・LCIF
地域奉仕委員会 金・銀・銅

14 平和ポスター賞 平和ポスターコンテスト

15 MJF賞・LCIF賞 16-1（MJF賞）年間のべ3名以上または3口以上。
16-2（LCIF賞）LCIFに貢献が著しいクラブ。

16 ライオンズクエスト奨励賞 授与基準による。

17 環境保全賞
（A) 環境改善部門　☆地域環境の改善推進
☆クール・ウォームビズの推進 ☆次世代エネルギー利用促進

（B) リサイクル部門☆古紙回収・ボトルキャップ回収
（C) 花樹育成部門

アクティビ
ティ審査基準
による。

環境保全・
保健福祉・
アラート
委員会

優 秀 賞
努 力 賞

18 保健福祉賞
（五献運動部門）

（A) 献眼協力部門　（B) 献血協力部門
（C) 献腎協力部門　（D) 骨髄バンク、骨髄提供部門
（E) 臓器提供及意思表示カード部門

マンスリーレ
ポート等によ
る。

19 保健福祉賞 （A) メタボリックシンドローム・糖尿病予防部門
（B) 社会福祉部門

アクティビ
ティ審査基準
による。

金・銀・銅20 薬物乱用防止活動賞 貢献の著しいもの
21 禁煙推進活動賞 禁煙促進事業の展開で貢献の著しいもの
22 アラート賞 (A)災害対策部門　(B)救援活動部門
23 YCEプログラム優秀賞 YCE事業に特別貢献のクラブ。

YＣE・国際関係
委員会 金・銀・銅

24 国際交流賞 （A) 海外姉妹クラブ締結と交流 （B) 在日留学生に対する援助・交流
（C) その他特に貢献の著しいもの

25 IT特別賞 ホームページの開設（制作）・更新を実施したクラブ。
ITを活用し資源、通信コストの低減が行えたクラブ。 IT特別委員会 優 秀 賞

努 力 賞
26 同好会優秀賞 面白いネーミングと活動が充実した同好会

副　幹　事

金・銀・銅

27 古切手収集賞 各クラブからの報告書による
金・銀・銅

28 書き損じはがき収集賞 各クラブからの報告書による

（B）個人表彰（対象期間：2014年2月～2015年1月末）

「クラブ会長優秀賞」はクラブ幹事よりの申請書を地区ガバナーが国際協会に申請する。

種　類 授与基準 選考主管 アワード
特別功労ライオン賞 ライオニズム高揚の為貢献の特に著しい人

キャビネット 相 当 数

YＣE協力賞 来日ユース受入全家庭

大会出席・フォーラム出席賞 ライオニズム高揚の為貢献の特に著しい人

地区年次大会 ５回以上から

OSEALフォーラム ５回以上から

国際大会 ５回以上から

連続例会出席賞 900回以上及び1000回以上

骨髄移植ドナー登録 登録者全員

（C）一般表彰

1. ノンライオンの方でライオンズクラブの奉仕活動に特別の功績のあった方。
2. 献眼・献腎・献骨髄をされた方（その都度地区ガバナーより感謝状を贈る。）
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地区ガバナー  木　内　　千　春 （板　野）

336−Ａ地区組織表　　（2014〜2015）

第一副地区ガバナー  橋　本　　充　好 （高知柏）

第二副地区ガバナー  真　鍋　　　　隆 （こんぴら）

地区名誉顧問会
議　　長 松前　龍宗 高松玉藻
名誉顧問 長谷川憲男 高知桂
名誉顧問 菅　　武廣 松山湯築
名誉顧問 山地　章靖 坂出白峰
名誉顧問 三谷　智省 高知柏
名誉顧問 西園寺純一 保　内
名誉顧問 西原　　透 今治中央
名誉顧問 石川　俊夫 三木さぬき
名誉顧問 宮地　健三 高知黒潮
名誉顧問 宮内浩四郎 松山西
名誉顧問 小松　武道 新居浜
名誉顧問 荒瀬　孝之 阿　南
名誉顧問 中澤　芳信 高知中央
名誉顧問 高岡　祐三 伊予三島
名誉顧問 宮内　政三 松山東

地区特別資金積立金会計管理委員会
委 員 長 木内　千春 板　野
副委員長 松前　龍宗 高松玉藻
委　　員 橋本　充好 高知柏
委　　員 真鍋　　隆 こんぴら
委　　員 長谷川憲男 高知桂
委　　員 菅　　武廣 松山湯築
委　　員 山地　章靖 坂出白峰
委　　員 三谷　智省 高知柏
委　　員 西園寺純一 保　内
委　　員 西原　　透 今治中央
委　　員 石川　俊夫 三木さぬき
委　　員 宮地　健三 高知黒潮
委　　員 宮内浩四郎 松山西
委　　員 小松　武道 新居浜
委　　員 荒瀬　孝之 阿　南
委　　員 中澤　芳信 高知中央
委　　員 高岡　祐三 伊予三島
委　　員 宮内　政三 松山東
委　　員 岩佐　典秀 藍　住
委　　員 岡　　　昇 板　野

地区緊急援助引当金委員会
委 員 長 木内　千春 板　野
副委員長 橋本　充好 高知柏
副委員長 真鍋　　隆 こんぴら
委　　員 岩佐　典秀 藍　住
委　　員 岡　　　昇 板　野
委　　員 高岡　英治 松山湯築
委　　員 中村　倫浩 今治くるしま
委　　員 大氣　新平 宇　和
委　　員 内原　　巧 三木さぬき
委　　員 宇賀　　寛 観音寺
委　　員 吉名　征郎 土佐清水
委　　員 酒井　公一 高知りょうま
委　　員 阿部　幸市 徳島城山
委　　員 坂東　照伸 阿　波

新会員オリエンテーション・チーム
1R担当 宮内浩四郎 松山西
2R担当 西原　　透 今治中央
3R担当 西園寺純一 保　内
4R担当 石川　俊夫 三木さぬき
5R担当 山地　章靖 坂出白峰
6R担当 三谷　智省 高知柏
7R担当 長谷川憲男 高知桂

8R・9R担当 荒瀬　孝之 阿　南

監査委員会
監査委員 城　　嘉宏 阿　南
監査委員 川辺　信郎 徳島城山

地区年次大会委員会

委 員 長 林　　昭博 徳島眉山

副委員長・事務局長 武知　秀行 徳島眉山

副委員長・事務局次長 庄野　昌彦 徳島眉山

副委員長・事務局次長 濱田　喜義 徳島マリンピア

副委員長 矢田　　明 徳　島

副委員長 喜田　和彦 小松島

副委員長 片山　　毅 阿　南

副委員長 荒木　義則 徳島南

副委員長 横石　忠男 阿波勝浦

副委員長 湯源　　紀 徳島マリンピア

副委員長 上野英次郎 徳島すだち

副委員長 角尾　健治 徳島シニア

副委員長 山橋　諄亮 徳島中央

副委員長 小林　幸一 石　井

副委員長 宮島　直文 徳島城山

副委員長 加島　武則 上　板

副委員長 中野　賢治 徳島吉野川

副委員長 尾形　信之 土　成

副委員長 近藤　　諭 徳島やまもも

副委員長 森元　和也 徳島眉山

副委員長 美保　俊一 鳴　門

副委員長 高畑　正明 藍　住

副委員長 木内　武重 板　野

副委員長 酒井　　勝 松茂徳島空港

副委員長 佐藤　昭博 鳴門西

副委員長 板東　　茂 北　島

副委員長 鳴岡　孝雄 阿波池田

副委員長 三宅　孝夫 脇

副委員長 鈴木　常治 三加茂

副委員長 廣瀬　秀男 徳島西

副委員長 原田　嘉明 鴨　島

副委員長 正木　文男 阿　波

副委員長 中山　富夫 神　山

副委員長 戎谷　淑子 徳島藍

会　計 犬伏　博昭 板　野

副会計 中尾　和義 徳島南

監査委員 平賀　将則 高松西

監査委員 田中　勝弘 東かがわ

日本ライオンズ連絡事務所

〒104-0061	 東京都中央区銀座４-12-19
	 日章興産ビル５階
TEL 03-3547-7061／FAX 03-3547-7076

ライオンズクラブ国際協力日本事務所

〒141-0031	 東京都品川区西五反田7-22-17
	 T.O.C.ビル６階16号
TEL 03-3494-2931／FAX 03-3494-2933

ライオンズクラブ協会
336複合地区ガバナー協議会事務所

〒700-0907	 岡山県岡山市北区下石井2-1-18
	 ORIX岡山下石井ビル９階
TEL 086-234-0695／FAX 086-234-0495

ライオンズクラブ国際協会
336−A地区キャビネット事務局

〒779-0105
徳島県板野郡板野町大寺字王子111–2
TEL  088-637-5011／FAX  088-637-5012
e-mail:lc336a-tokusima@iaa.itkeeper.ne.jp

事 務 局 長 東條　昭二

事務局次長 松本　英昭

事務局次長 橋本　雅公

事 務 局 員 寒川　洋甫

事 務 局 員 大久保栄子

地区誌編集委員会

委 員 長 赤星　朝彦 神　山

副委員長 上原　英二 徳島西

委　　員 黒田　正宏 鳴　門

委　　員 安崎　由夫 藍　住

委　　員 山下　早史 徳島藍

ライオンズクエスト特別委員会

委 員 長 春木扶佐子 鳴　門

副委員長 斉藤　明子 高知とさみずき

委　　員 吉村　政男 土　佐

委　　員 野間　典子 今治くるしま

委　　員 眞鍋　秀子 高松北

委　　員 橋村　隆文 坂　出

委　　員 北川　　渉 高知東

ライオンズレオ特別委員会

委 員 長 市村　通夫 鴨　島

IT特別委員会

委 員 長 板東　理人 北　島

地 区 キ ャ ビ ネ ッ ト

幹　
　

事

会　
　

計

副
幹
事
・
事
務
局
長

副
幹
事
・
事
務
局
次
長

副
幹
事
・
事
務
局
次
長

副
幹
事　

G
M
T

・G
L
T
・

会
則
・
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

委
員
会
６
・
７
R
担
当

副
幹
事　

P
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン

ズ
情
報
・
大
会
参
加
委
員
会

１
・
２
R
担
当

副
幹
事  

青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

・
地
域
奉
仕
委
員
会
３
Ｒ
担
当

副
幹
事　

環
境
保
全
・

保
健
福
祉
・
ア
ラ
ー
ト

委
員
会
４
・
５
Ｒ
担
当

副
幹
事　

Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
国
際
関

係
委
員
会
８
・
９
Ｒ
担
当

副
幹
事

地
区
誌
編
集
委
員
会
担
当

副
幹
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I
T
推
進
担
当

副　

会　

計

岩
佐　

典
秀

岡　
　
　

昇

東
條　

昭
二

松
本　

英
昭

橋
本　

雅
公

西
木　
　

弘

橋
本　

嘉
胤

江
冨　

久
雄

井
内　

貞
利

山
畠
ま
ゆ
み

湯
浅　
　

寛

長
尾　

和
彦

佐
野　

賢
児

藍　

住

板　

野

板　

野

鳴
門
西

板　

野

上　

板

藍　

住

北　

島

阿　

波

徳
島
藍

土　

成

高
松
源
平

板　

野

1R
1
ZC

2
ZC

3
ZC

篠
原　

治
行

吉
田　
　

稔

佐
伯　

悦
夫

松
山
城
山

松
山
道
後

松
山
金
亀

松山
ホスト

松山
道後 北条

久万 伊予 松山
中央

松山
東

松山
西

松山
南

砥部 松前 東温

松山
つばき

松山
北

松山
金亀

松山
城山

松山
湯築

松山
白鷺

松山
城東

6 7 6

1RC

高岡　英治
松山湯築

2RC

中村　倫浩
今治くるしま

3RC

大氣　新平
宇　和

4RC

内原　　巧
三木さぬき

5RC

宇賀　　寛
観音寺

6RC

吉名　征郎
土佐清水
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酒井　公一
高知りょうま
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GMTコーディネーター 村木　弘次 鳴　門

GLTコーディネーター 濱口　　仁 徳島城山

GMT・GLT・会則・プロトコール委員会

委員長 村木　弘次 鳴　門
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青少年・ＬＣＩＦ・地域奉仕委員会

委員長 田口　一男 北　　島
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ＰＲ・ライオンズ情報・大会参加委員会

委員長 賀川　　直 藍　住
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環境保全・保健福祉・アラート委員会

委員長 手塚　　任 鳴門西
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ＹＣＥ・国際関係委員会

委員長 山本久美子 徳島藍
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ライオンズクエスト運営委員会

委  員  長 北川　　渉 高知東

副委員長 春木扶佐子 鳴　門

委　　員 吉村　政男 土　佐
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Ｒ
担
当
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
副
幹
事
に
な
り
ま
し
た
徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
山
畠
で
す
。
前
期
は
ク
ラ

ブ
会
長
と
し
て
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
地
区
誌
委
員
長
よ
り
徳
島
藍
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
を
掲
載
し
た
い

と
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
誌
面
を
お

借
り
し
て
少
し
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
昔
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
に「
讃
岐

男
と
阿
波
女
」と
い
う
の
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
に
は
、
下
記
の
よ
う

な
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

①
の
ん
び
り
し
て
穏
や
か
な
讃
岐
男
と
働

き
者
の
阿
波
女
の
相
性
が
い
い

　

②
遊
び
好
き
な
讃
岐
男
に
働
き
者
の
阿
波

女
が
合
う（
香
川
の
男
性
の
方
、
ご
め

ん
な
さ
い
～*

）

　

③
働
き
者
の
讃
岐
男
を
寡
黙
な
阿
波
女
が

支
え
る　

等
々
…

つ
ま
り
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
阿
波
女
と
言
う

ホ
ー
ム
を
慰
問
し
て
行
う
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
老
人
ホ
ー
ム
で

は
毎
年
私
達
の
慰
問
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ

て
い
る
お
年
寄
り
も
多
く
、
顔
馴
染
み
に
な

っ
た
方
か
ら
は
、
こ
ち
ら
が
励
ま
し
を
受
け

る
こ
と
も
度
々
で
す
。

　

そ
し
て
、
メ
イ
ン
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
毎
年
行
っ

て
い
る
資
金
獲
得
事
業
で
す
。
何
を
し
て
資

金
を
獲
得
す
る
の
か
は
、
そ
の
年
の
会
長
の

方
針
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
も
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
和
太

鼓
や
津
軽
三
味
線
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ア
ー
を
貸
し
切
っ
て
の
ダ
ン

ス
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
資
金
を
獲
得
し
て

き
ま
し
た
。

　

商
売
上
手
の
阿
波
女
で
す
の
で
、
こ
の
事

業
は
今
ま
で
一
度
も
赤
字
を
出
し
て
い
ま
せ

ん（
笑
）獲
得
し
た
資
金
の
一
部
は
東
北
の
震

災
や
地
元
の
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
付
を
し
、

残
り
は
周
年
事
業
の
為
に
積
み
立
て
を
行
っ

て
い
ま
す
。
資
金
を
獲
得
す
る
の
は
現
在
の

社
会
状
況
に
お
い
て
本
当
に
難
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
遂
げ
た
時

の
達
成
感
は
素
晴
ら
し
く
、
ク
ラ
ブ
の
団
結

力
は
高
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
元
に
密
着
し
た
様
々
な

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
な
が
ら
、
女
性
ク

ラ
ブ
な
ら
で
は
の
感
性
と
ア
イ
デ
ア
で
今

期
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
就
任
さ
れ
た
木
内

ガ
バ
ナ
ー
の「
新
た
な
気
持
ち
で
Ｗｅ 

Ｓｅｒ

ｖｅ
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
ク
ラ
ブ
員
が

一
致
団
結
し
て
阿
波
女
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

の
は
働
き
者
で
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
ら

し
い
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
わ
ざ
の
通
り
、

徳
島
は
女
性
経
営
者
が
全
国
で
一
番
多
い
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
我
が
徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
も
現
在
37
名
の
会
員
の
殆
ど
が
、
仕
事
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
も
多
く
、
そ
の
た
め
か
独
身
が
多

い
の
も
特
徴
で
す
が
、
そ
の
分
活
発
な
意
見

や
行
動
で
ク
ラ
ブ
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
行
っ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
は

青
少
年
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て

い
る
徳
島
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
綱
引
き
大
会
、
徳
島
城
公
園
の
藤
棚
や
末

広
公
園
の
桜
の
清
掃
奉
仕
活
動
、
徳
島
駅
や

量
販
店
な
ど
で
行
う
献
血
奉
仕
活
動
、
老
人

徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

山
畠　

ま
ゆ
み

クラブ紹介

徳島藍ライオンズクラブ
「讃岐男と阿波女?」
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周年行事予定

R Z クラブ名 日　時 開催場所

1
1 松 山 東 2015年３月28日㈯ い よ て つ 会 館

3 松 山 中 央 2015年５月２６日㈯ 松 山 全 日 空 ホ テ ル

2
3

川 之 江 中 央 ２０１５年３月７日㈯ ホ テ ル グ ラ ン フ ォ ー レ

四国中央法皇 ２０１５年３月１４日㈯ ホ テ ル グ ラ ン フ ォ ー レ

4 西 条 石 鎚 ２０１５年４月２６日㈰ 西 条 国 際 ホ テ ル

3

1 大 　 洲 ２０１５年３月８日㈰予定 料 苑 　 た る 井

3
宇 和 島 中 央 ２０１４年１０月１９日㈰ Ｊ Ａ え ひ め 南

伊 予 吉 田 ２０１４年１０月２６日㈰ 宇 和 島 市 吉 田 公 民 館

4
2

高 松 東 ２０１５年６月２１日㈰ 高 松 国 際 ホ テ ル

高 松 西 ２０１５年４月頃 未　　　定

4 高 松 屋 島 ２０１５年３月２２日㈰ 高 松 国 際 ホ テ ル

5
1

坂 出 ２０１５年４月４日㈯ 坂 出 グ ラ ン ド ホ テ ル

坂 出 シ ニ ア ２０１５年５月３１日㈰ 坂 出 グ ラ ン ド ホ テ ル

2 こ ん ぴ ら ２０１４年１１月２日㈰ ㈱ こ と ひ ら 温 泉 琴 参 閣

6
1 高 知 北 ２０１４年１０月１９日㈰ 城 西 館

3 土 佐 清 水 ２０１４年１０月２６日㈰ 足 摺 テ ル メ

7

1 高 知 鷹 城 ２０１４年１０月１２日㈰ 三 翠 園

2 高 知 桂 ２０１４年１１月２４日㈪ ホテル日航高知旭ロイヤル

3 土 佐 山 田 ２０１４年１１月１６日㈰ 高 知 工 科 大 学

8 2
石 井 ２０１５年５月未定日 未　　　定

徳島やまもも ２０１４年１２月未定日 未　　　定

9

1 北 島 ２０１５年２月２２日㈰ 未　　　定

2 脇 ２０１４年１０月１９日㈰ デ ィ ス テ ィ ー ノ

3
徳 島 西 ２０１４年１０月２６日㈰ 徳島グランドホテル 偕楽園

徳 島 藍 ２０１４年１１月２２日㈯ ホ テ ル ク レ メ ン ト 徳 島

地区キャビネット行事スケジュール

大会開催計画（2014～2015年度）

2014年〜2015年度 クラブ周年行事予定
名　称 開催日 場　所

地区
名誉顧問会議

2014年７月19日㈯ 徳島市

2014年11月７日㈮ 徳島市

2015年２月14日㈯ 高知市

2015年５月９日㈯ 徳島市

地区
キャビネット

会議

2014年７月20日㈰ 徳島市

2014年11月８日㈯ 徳島市

2014年２月15日㈰ 高知市

2014年５月10日㈰ 徳島市

地区特別資金
積立金

会計管理委員会
2014年11月７日㈮ 徳島市

地区緊急
援助引立金

委員会
2014年11月８日㈯ 徳島市

大会の名称 開催日 場　所

第97回国際大会 ２０１４年７月４日（金）〜８日（火） カナダ
トロント

第53回東洋東南アジアフォーラム ２０１４年１１月１3日（木）～16日（日） 韓　国
インチョン

第61回地区年次大会 ２０１5年４月１１日（土）～１2日（日） 徳島県
徳島市

354－Ｄ地区年次大会 ２０１5年５月 韓　国

第61回複合地区年次大会 ２０１５年５月２３日（土）～２４日（日） 香川県
高松市

第98回国際大会 ２０１５年６月２６日（金）～３０日（火） アメリカ
ハワイ州ホノルル

名　称 開催日 場　所

リジョン会議

2014年８〜９月中
各

リジョン
毎に
開催

2014年11〜12月中

2015年２〜３月中

2015年５〜６月中

ガバナー
諮問委員会

2014年８〜９月中
各

ゾーン
毎に
開催

2014年11〜12月中

2015年　　３月中

2015年５〜６月中

ゾーンレベル
会員委員会

2014年８〜９月中

2014年11〜12月中

2015年　　３月中

2015年５〜６月中

現・次期
キャビネット

引継会
2015年６月14日㈯ 徳島市

※日程は、他の行事の開催で変更することがあり
　ます。

（注）上表のうち予定日が重複している周年行事へのガバナーチームの出席者は、チーム内で調整をす
　   ることになります。
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第61回336-A地区年次大会のご案内

　

四
月
十
三
日
高
松
市
で
開
催
さ
れ
た
第

六
十
回
地
区
年
次
大
会
に
於
い
て
、
次
期

開
催
地
が
、徳
島
と
告
げ
ら
れ
る
と
、８
Ｒ
・

９
Ｒ
の
30
の
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が
ク
ラ
ブ
旗

を
掲
げ
、
更
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
る

横
断
幕
を
檀
上
一
杯
に
広
げ
、
次
期
徳
島

で
の
大
会
の
ア
ピ
ー
ル
を
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
一
日
、
十
二
日
の

徳
島
大
会
で
は
、
８
Ｒ
・
９
Ｒ
総
て
の
ホ

ス
ト
ク
ラ
ブ
が
、
皆
様
へ
の「
お
も
て
な
し

の
心
」を
大
切
に
し
た
大
会
に
す
べ
く
努
力

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。　

　
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

徳
島
の
文
化
や
、
食
の
再
発
見
を
し
て
頂

き
、
徳
島
を
今
一
層
理
解
し
、
楽
し
ん
で

頂
け
る
よ
う
、
大
会
関
係
者
全
員
で
知
恵

を
絞
り
趣
向
を
凝
ら
し
ま
す
の
で
、
一
人

で
も
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ

ー
及
び
関
係
者
が
ご
期
待
の
う
え
、
ご
来

場
下
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

第
六
十
一
回
地
区
年
次
大
会
委
員
長　

林　
　

昭
博

『
阿
波
の
徳
島 

来
て
・
見
て
・
食
べ
て
・

み
ん
な
で
浮
か
れ
て
み
ま
へ
ん
か
』

地区年次大会

と　き／平成27年４月11日㈯・12日㈰
地区年次大会委員会

副委員長・事務局長
	 武知　秀行 （徳島眉山）
副委員長・事務局次長
	 庄野　昌彦 （徳島眉山）
副委員長・事務局次長
	 濱田　喜義 （徳島マリンピア）

副委員長	 矢田　　明 （徳　島）
副委員長	 喜田　和彦 （小松島）
副委員長	 片山　　毅 （阿　南）
副委員長	 荒木　義則 （徳島南）
副委員長	 横石　忠男 （阿波勝浦）
副委員長	 湯源　　紀 （徳島マリンピア）
副委員長	 上野英次郎 （徳島すだち）
副委員長	 角尾　健治 （徳島シニア）
副委員長	 山橋　諄亮 （徳島中央）
副委員長	 小林　幸一 （石　井）
副委員長	 宮島　直文 （徳島城山）
副委員長	 加島　武則 （上　板）
副委員長	 中野　賢治 （徳島吉野川）
副委員長	 尾形　信之 （土　成）
副委員長	 近藤　　諭 （徳島やまもも）
副委員長	 森元　和也 （徳島眉山）
副委員長	 美保　俊一 （鳴　門）
副委員長	 高畑　正明 （藍　住）
副委員長	 木内　武重 （板　野）
副委員長	 酒井　　勝 （松茂徳島空港）
副委員長	 佐藤　昭博 （鳴門西）
副委員長	 板東　　茂 （北　島）
副委員長	 鳴岡　孝雄 （阿波池田）
副委員長	 三宅　孝夫 （脇）
副委員長	 鈴木　常治 （三加茂）
副委員長	 廣瀬　秀男 （徳島西）
副委員長	 原田　嘉明 （鴨　島）
副委員長	 正木　文男 （阿　波）
副委員長	 中山　富夫 （神　山）
副委員長	 戎谷　淑子 （徳島藍）
会　　計	 犬伏　博昭 （板　野）
副 会 計	 中尾　和義 （徳島南）
監査委員	 平賀　将則 （高松西）
監査委員	 田中　勝弘 （東かがわ）
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２
０
１
４
年
５
月
に
第
一
回
編
集
委

員
会
を
開
催
し
、
第
一
号
の
発
行
時
期

を
い
つ
に
す
る
か
、
表
紙
の
題
材
・
題
字

を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
種
々
意
見
沸
騰

の
中
編
集
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
編
集
委
員
の
メ
ン
バ
ー
６
名
の
う
ち
、

ひ
と
り
を
除
い
て
こ
の
種
の
仕
事
は
全
く

初
め
て
で
何
か
と
不
安
で
し
た
。
ガ
バ
ナ

ー
の
方
針
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
動
静
並
び

に
３
３
６-

Ａ
地
区
内
各
ク
ラ
ブ
の
情
報

を
広
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
周
知
し
て
い
く
こ

と
を
念
頭
に
今
後
さ
ら
な
る
改
善
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
会
員

皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。　
　
　
　
　
　

 

（
Ｔ・Ａ
）

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
年
間
が
ん
ば
り
ま
す

編 
集 

後 

記

【
幹
　
　
　
事
】

【
副
　
幹
　
事
】

　
岩佐　典秀

（藍　住）

PＲ・ライオンズ情報・大会
参加委員会１・２R担当
橋本　嘉胤

（藍　住）

事務局長

東條　昭二
（板　野）

青少年・ＬＣＩＦ・地域奉
仕委員会３R担当

江冨　久雄
（北　島）

事務局次長

松本　英昭
（鳴門西）

環境保全・保健福祉・ア
ラート委員会４・５R担当

井内　貞利
（阿　波）

事務局次長

橋本　雅公
（板　野）

ＹCＥ・国際関係委員会
８・９R担当

山畠まゆみ
（徳島藍）

委　員

山下　早史
（徳島藍）

委　員

安崎　由夫
（藍　住）

GMT・GLT・会則・プロト
コール委員会６・７R担当

西木　　弘
（上　板）

地区誌編集委員会担当
湯浅　　寛

（土　成）

　

川辺　信郎
（徳島城山）

副委員長
上原　英二

（徳島西）

【
会
　
　
　
計
】

【
副
　
会
　
計
】

【
地
区
誌
編
集
委
員
会
】

【
監
査
委
員
】

会　計

岡　　　昇
（板　野）

委　員

黒田　正宏
（鳴　門）

副会計

佐野　賢児
（板　野）

委員長

赤星　朝彦
（神　山）

　

城　　嘉宏
（阿　南）

キャビネットスタッフ紹介 地区会員現況

R Z クラブ名 期 首 当月末 増　減

1

1

松山ホスト 36 36 0
久 万 27 26 -1
松 山 東 47 48 1
砥 部 38 50 12
松山つばき 44 54 10
松 山 城 山 42 43 1

2

松 山 道 後 54 55 1
伊 予 50 50 0
松 山 西 42 70 28
松 前 20 21 1
松 山 北 27 29 2
松 山 湯 築 32 63 31
松 山 城 東 21 23 2

3

北 条 19 18 -1
松 山 中 央 110 110 0
松 山 南 33 37 4
東 温 22 31 9
松 山 金 亀 41 41 0
松 山 白 鷺 61 64 3

リジョン合計 766 869 103

2

1

新 居 浜 53 53 0
新居浜中央 29 37 8
新居浜別子 30 36 6
新居浜ひうち 26 26 0

2

今 治 55 68 13
今 治 中 央 55 60 5
今 治 東 55 56 1
今治くるしま 52 48 -4

3

伊 予 三 島 39 35 -4
川 之 江 44 47 3
伊 予 土 居 36 74 38
四国中央法皇 39 37 -2
川之江中央 27 27 0

4

西 条 50 66 16
東 予 38 33 -5
伊 予 小 松 12 12 0
西 条 石 鎚 41 65 24

リジョン合計 681 780 99

3

1

大 洲 47 45 -2
宇 和 38 42 4
伊 予 長 浜 14 12 -2
内 子 31 52 21
野 村 22 23 1

2

八 幡 浜 43 41 -2
三 瓶 16 18 2
伊 方 37 38 1
保 内 26 39 13
八幡浜みなと 42 40 -2

3

宇 和 島 26 30 4
伊 予 吉 田 30 32 2
宇和島中央 17 16 -1
南 宇 和 39 42 3
鬼 北 30 36 6

リジョン合計 458 506 48

R Z クラブ名 期 首 当月末 増　減

4

1

高 松 39 38 -1
小 豆 島 41 42 1
小 豆 島 東 31 31 0
高 松 葵 31 26 -5
高 松 南 28 25 -3

2

高 松 東 51 59 8
高 松 西 39 40 1
直 島 27 28 1
八 栗 29 48 19
高 松 源 平 32 34 2
高 松 中 央 29 53 24

3

東 か が わ 37 81 44
長 尾 58 66 8
志 度 64 87 23
三木さぬき 29 28 -1
高松グリーン 26 21 -5

4

高 松 玉 藻 39 55 16
高 松 栗 林 55 101 46
高 松 屋 島 47 68 21
高 松 紫 雲 50 71 21
高 松 空 港 29 39 10
高 松 北 25 35 10

リジョン合計 836 1,076 240

5

1

丸 亀 74 106 32
坂 出 44 56 12
坂 出 白 峰 57 117 60
綾 歌 郡 19 22 3
丸 亀 京 極 61 72 11
う た づ 41 51 10
坂出シニア 31 55 24

2

観 音 寺 32 52 20
善 通 寺 40 45 5
多 度 津 41 62 21
三 豊 56 49 -7
こ ん ぴ ら 40 71 31
観音時中央 23 41 18

リジョン合計 559 799 240

6

1

高 知 42 52 10
高 知 柏 54 60 6
高 知 東 38 52 14
高 知 北 35 49 14
高 知 桜 37 58 21
高知とさみづき 15 15 0

2

須 崎 46 37 -9
土 佐 50 48 -2
佐 野 27 25 -2
佐 川 越 知 23 27 4
中 土 佐 26 29 3

3

四 万 十 43 49 6
土 佐 清 水 42 50 8
宿 毛 20 23 3
窪 川 25 15 -10
大 方 25 31 6
大 正 19 19 0

リジョン合計 567 639 72

R Z クラブ名 期 首 当月末 増　減

7

1

高 知 鷹 城 49 53 4
室 戸 29 28 -1
土 佐 鏡 川 39 38 -1
高 知 南 31 33 2
高知よさこい 39 46 7
土 佐 国 府 21 23 2

2

高 知 黒 潮 60 56 -4
高 知 桂 53 54 1
高 知 中 央 37 35 -2
高 知 安 芸 31 32 1
高知りょうま 31 47 16

3

土 佐 山 田 15 15 0
土 佐 本 山 18 18 0
南 国 28 27 -1
土 佐 香 南 33 29 -4
大 豊 6 6 0

リジョン合計 520 540 20

8

1

徳 島 21 19 -2
小 松 島 23 21 -2
阿 南 41 48 7
徳 島 南 26 24 -2
阿 波 勝 浦 27 26 -1
徳島マリンピア 45 86 41
徳島すだち 30 73 43
徳島シニア 16 15 -1

2

徳 島 中 央 26 29 3
石 井 33 67 34
徳 島 城 山 40 49 9
上 板 33 35 2
徳島吉野川 33 34 1
土 成 29 31 2
徳島やまもも 29 23 -6

リジョン合計 452 580 128

9

1

徳 島 眉 山 30 29 -1
鳴 門 50 43 -7
藍 住 35 37 2
板 野 36 53 17
松茂徳島空港 24 21 -3
鳴 門 西 23 27 4
北 島 47 47 0

2
阿 波 池 田 38 35 -3

脇 40 41 1
三 加 茂 17 19 2

3

徳 島 西 11 13 2
鴨 島 32 27 -5
阿 波 25 26 1
神 山 19 18 -1
徳 島 藍 33 36 3

リジョン合計 460 472 12

地区統計 5,299 6,261 962

336-Ａ地区会員現況
（入退会は累計・2013年7月度〜2014年6月度）

　

農
民
の
娯
楽
と
し
て
盛
ん
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き
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人
形
芝
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、
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。

　

舞
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。
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2014〜2015年
ライオンズクラブ国際協会
336−Ａ地区　徳島キャビネット

11歳〜13歳までの児童生徒
（2014年11月15日現在で、上記の年齢に達している方）

●用紙の大きさは、33×50cm以上50×60cm以下の画用紙を使用。

●ポスターには、どの国語であれ、言葉を使ってはならない。

●鉛筆・クレヨン・ペン・マジックペン・絵の具・チョークなどを使うことができる。

●立体作品は受け付けない。のり・テープ・ホッチキスなどいかなる物も添付できない。

●写真を用いてはならない。コンピューターで制作してはならない。平成26年11月15日（土）

主催／ライオンズクラブ国際協会
ライオンズクラブ国際協会336–Ａ地区キャビネット
スポンサークラブ／336–Ａ地区各ライオンズクラブ

テーマ 「平和・愛・理解」

〒779-0105	 徳島県板野郡板野町大寺字王子111–2
　	 TEL	（088）637–5011
　	 FAX	（088）637–5012
　 E–mail：	 lc336a–tokusima@iaa.itkeeper.ne.jp

応募できる方 応 募 規 定

応 募 締 切

前年度
最優秀賞 荒井羽奈
西条石鎚ライオンズクラブ

第27回

作品
募集

2014〜2015　Lions International Peace Poster Contest

国際平和
ポスターコンテスト


